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0.は'じ め に

　あらゆる宗教や宗教的感情は,我 々が生存するこの世界の背後に(も しくは,彼 方

或は上方に),よ り高次元の実在のレベルが存在 してお り,そ れが我 々の世界に様 々

な力を及ぼしているという予断を含み持っている。従 って,そ の不可視の世界の神秘

に参入することによって,こ の現象世界の在 り様に変更を加える能力をもった,も し

くは少な くともそう見なされた人間は,常 に崇拝の対象 とされてきた。事柄は極めて

普遍的,通 文化的であって,霊 界に往来するシャマン,神 との通行を司る司祭王,仏

教の覚者,キ リス ト教やイスラームの聖者,更 には現代 日本の新宗教の教祖や様 々な

霊能者に至るまで,彼 らに対する崇拝のうちに共通性を認めることはむ しろ容易であ

る。 しかし,い わず もがなのことながら,個 々の宗教の特質に基づく差違も亦顕著で

あることも指摘せねばならない。ここでは,比 較研究のための資料を提供する目的を

も込めて,主 として中央アジア,中 就,東 トルキスタンの事例を紹介 し,こ の地の聖

者(墓)崇 拝の歴史的,文 化的役割を検討 したい。

*神 戸大学文学部
,国 立民族学博物館共同硬究員
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1.聖 者 とそ の墓

　 「聖者」を意味す るアラブ語は,wali(複 数 形awliya')で あ る。 これは 「(なに も

のかの)近 くにあ る」 ことを意味す る動詞waliyaの 派 生語 であ り,「(誰 か の)近 く

に居 る者=親 しい者」が原義 であるが,そ の外延は双方向的で,保 護者 も被保護者 も

ともに意味 し,コ ーラ ンには,「 神 は信ず る者た ちの ワ リーである」 とい う章句 とと

もに,「 神 の ワ リーたちには,悲 しみ も苦 しみ もない」 とい う章句 が見 られ る。8世

紀にイス ラーム神秘主義が明確 に姿を現 し,神 との合一の境位 に達 した,よ り正確 な

言い方をすれば,神 的実存 のただなかで 自己消滅を遂げ る人々が出現す ると,彼 らこ

そが神の友wali　 Allahで あ る とみな され るようになった。更に,イ スラームの大義 を

広め るために戦 った戦士gazi,と りわけ信仰の証 を した殉教者(9ahld,そ の 原義は証

言者であ る)も ワリーの列に加 えられた。但,ワ リーとい う語 は,ア ラブ語 圏以外 で

はいわぽscriptura1な 用語 であって,よ り民衆的 な レベルでは様 々な地方的語 彙が存

在す るが,悟 道 の神秘家(多 くの地域 で §ayhと 呼 ぼれ る)も しくは聖戦士 た ること

が聖者 の要件 であ ることは共通 であ る。

　聖者 が葬 られ ている場所 を指す言葉に も多 くの ヴァリエー シ ョンがあ るが,中 央 ア

ジアでは,「 訪れる」 ことを意味す るア ラブ語の動詞zaraの 派 生語 であ るmazar　 r訪

れ るべ き場所,参 詣すべ き場所」 と言 う語が最 も一般的に用い られ てい る。

　 ところで,「 神 の友」であ る聖者たちに対 しては神 の恩寵karamaは ほか の者 に対

す るよ りも厚 い。そ して,人 々がその恩寵 に 自らも与か りたい と願 うところに聖者崇

拝が出現す る。厳格な一神教 であるイス ラーム,特 にその主流 であるアシュア リー派

の哲学 に よれば,唯 一至高の原因 であ る神は,瞬 間毎に 「すべて」 を新たに創造 して

い る。 その創造は絶対権力者 の絶対 自由な行為 であるか ら,人 間理性を超越 している

のではあるが,に もかかわ らず,人 間の 目には神 によって創造 された ものの間に因果

律が成立 している ように見えるのは,神 が通常は 自らの習慣`ada　 Allahに 従 っている

か らに過 ぎない。神が 自らの友人 のために,そ の習慣を変更す ること,そ れが恩寵 で

あ り,奇 跡 に外 ならない。それ故,聖 者を通 じて示 され る奇跡 は恩寵 と同 じ くカラー

マとも呼ばれ ,ま た 「習慣 を引き裂 く者」◎ariq　al-`adaと も言われ るのであ る。聖者

は仲介者 ではあっても,奇 跡 の製造者ではない。 これは,ム ス リムに とっては極めて

当然の認識 であ り,近 年中国の回族の間で フィール ドワークを続けて きたア メ リカの

若い研究者Dru　 Gladney氏 に よれぽ,氏 がイ ンタヴィユ ーした寧夏 回族 自治 区の一
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農婦 は,聖 者の墓へ の参詣を,現 代中国語 の最 も意味深い表現 のひ とつを用 いて,「 走

后門」をす る ようなものだ と説 明 した とい う(Gladney　 1987:512)。 故Joseph　 Flet-

cher教 授 が強調 して止 まなか った ように,外 部の観察者 が往 々に して不用意 にsaint

worshipと 呼 ぶ ところのものは,実 はvenerationで あ るとい うことを銘記 しておかね

ぽ ならない(筆 者は,既 に崇拝 と言 う言葉を幾度 も用 いているが,こ れは 日本語 では

worship/venarationの 区別 をた立てに くい とい う事情に よるものであ る)。 しか し,

奇 跡の原因は神以外にはない とい う神学的認識 は,カ トリックにおけ ると同様 イス ラ

ムの場合に も,奇 跡に対す る切望 そのものに よって脅か されてい る可能性 も考 えて見

なければ な らない。 イスタン ブルのあ らゆ る聖者墓 の脇にたて られ てい る,「 聖者 の

霊魂か ら直接 に助 力を求め ることは,我 々の宗教 にあっては罪であ る。」 とい う掲示

はこの脅威 の実在 を暗示 している ように思え る。

2.聖 者(廟)崇 拝 の具体相

　マグ リブにおけ る聖者崇拝を研究 したEmile　 Dermenghemは,崇 拝の対象 とな って

いる聖者はふたつの グループ,即 ちsaints　 populaires/saints　 s6rieux(も し くはsaints

du　peuple/saints　 des　16ttr6s)に 分 け られるとい う事実を指摘 した。前者 はいわぽ 口承

世界の存在で聖者伝hagiographieな どは持たず,限 られた地域でのみ崇拝 されてい

るのに対 し,後 者には聖者伝があ り,よ り広い地域 の人 々の崇拝 を受けてい るとい う。

興味深いこ とに,東 トルキスタン の歴史家,Mulla　 Masa　 Sayraml(1836-1917,　 Anwar

Baytur氏 に よる)は 既 にその著書Ta　 'r7h-i　amniyyaに お ㌔・て,信 頼 に値す る聖者伝(中

央 アジアでは,一 般にtadkiraと い う)を 持 つ聖者 と,そ れを持たぬ,も しくは持 っ

てはいて もその記述が歴史事実 とは合致せぬ聖者 とを区別 している。イ スラー ム世界

の西 と東 に期せず して共通す る この観察は,文 字 世界への帰属 の有無 が個 々の聖者

(墓)崇 拝 の在 り様に深 く関わ ってい ることを暗示す るとともに,こ の観察自体 の妥

当性を も示 している といえ るであろ う。従 って,イ ス ラームの聖者崇拝 の全貌 を明か

に しよ うとするならぽ,す くな くともこの二つの タイ プについてのケーススタデ ィー

が必要 とな るが,こ こでは まず文字世界に属す る聖者 の一例 として,14世 紀 に モグー

リスターン ・ハン 国のTugluq　 Ti卑ur　llanを イ ス ラームに改宗 させた聖者 として知 ら

れ るHwaj　 a　Argad　al-dinお よびその墓廟 に対す る19世 紀 中葉におけ る崇拝 の様 相を検

討す る。(以 下は,Hamada　 1990bに よる。又,濱 田1994を 参 照。)

　 アル シャ ド・ウ ッデ ィーン(19世 紀 の史料には,概 ねArgidinと い う形 で現れ る)
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のマザールは クチ ャの町の西北部に現存 する。その地点は現在 は市域に含 まれ ている

が,新 旧の市街のほぼ中間 に当 り,恐 らくは旧市街の城壁 の外 に位置 していた と思わ

れ る。現在 マザ ールの 「境 内」には,廟 のほかには小規模な墓地,マ スジ ッ ドー座,

それ にマザ ールの シャイフの住居が存す るのみであ るが,19世 紀 の史料に よれぽ,こ

れ 以外 に も 坤nqah(神 秘 道 の修行道場)が 付設 されていた。一一帯 のか な り広 い地区

は,今 日もなおMazar-bagと い う地名を持 ってお り,土 地のイン フ ォーマ ン トは,

か つては この地区全体が マザ ールの ワクフ(所 有権移転停止財産)で あ った と言 って

いる。 この伝承の当否は直 ちには確認 で きぬが,マ ザ ールが相当の ワクフを有 してい

た ことは19世 紀の史料か らも十分に推測可能であ る。 マザールとハ ーンカーを結び付

けた施設が,広 くイ スラム世界 の全域に分布 していた ことは既に周知 の事実であ るが,

ア ルシ ャッ ド・ウッデ ィーン のマザール も正 しくこ うした墓廟 コンプ レックスのひ と

つ であ った。

　 19世 紀中葉,こ のアル シャ ッド ・ウッデ ィーンの墓廟 コンプ レックスの主人公は,

聖 者その人の霊魂 を別 とすれぽ,聖 者 の十代の後喬 と称 され るRa§idin<Ra§ld　 a1-dln

な る人物であ った。彼は マザ ール とその付設のハー ンカーのシャイ フであ り,従 って

それ らに付属する ワクフの管理者mutawalliで あ り,史 料か ら確認 はで きぬ ものの恐

らくは マス ジ ッドのイマームで もあ った。彼の宗教的権威は,そ の祖 アル シャッ ド・

ウッデ ィーンに由来す るものであ り,彼 は マザ ールに埋葬 されてい る祖先 の霊魂 と霊

的交流を行い得る とみな されていた。19世 紀の史料 か ら読み取 ることが出来 る限 りで

の,そ の霊的交流 のあ らましは,以 下の よ うな ものであった。

　幽冥界へ去 った諸 々の聖者 たちの霊魂 は,全 体 としてarwah　 tayyiba　 r諸 々の良 き

霊魂」 と呼ばれ る一種の集合体 を形成 してい る。 が,個 々の聖者 の個性が解消 されて

しまった訳ではな く,そ れぞれ の聖者の マザ ールは,彼 が幽冥 界か らこの可視世界へ

向 って開いている窓の ような ものであ る。彼の世界か らは こち らの世界の いずれの地

点 とも自由に接触で きるが,こ ちらか らの呼びかけが 向こ うに伝わ ることが確実な場

所はマザ ールだけであ る。 ラー シデ ィー ンは,マ ザールに籠 り,聖 者 の霊魂に向 って

精神を集中 し(tawajjuh原 義 は顔 をむけ ること),断 食,不 眠の苦行を行い,コ ー ラ

ンな どの聖典 を読諦 して,そ の功徳(tawab,原 義 は 「報 い」)を アル シャ ッ ド・ウッ

デ ィー ンの霊魂,従 って集 合的には 「諸 々の良 き霊魂」に供養(niyaz　 　 この語 に

ついては後述)す る。 これ に対 して聖者の側 か らもいわば互酬的に ,様 々な霊的援助

が与え られ る。 まず,tarbiya即 ち教導,こ れは神秘道 の師匠の弟子 に対す る教育の

ことであるが,こ の場合は幽冥界に居る師匠のそれであ るか ら,神 秘道では 「霊的教
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導」Tarbiyat-i　rahaniと 呼 ぶ。第二にはbigaraが あ る。 この言葉 の原義は 「吉報」 で

あ るが,参 籠中に恐 ら くは夢 の中で示 され る聖者か らの告知,殊 にある行為を実行 に

移す ことに対す る認可である。1864年,清 朝 に対す る反乱を発動す るに際 し,ラ ー シ

デ ィーン は聖者 の霊魂か らの ビシャーラを待 った と伝 え られてい る。第三のmadad

は よ り一般的 な援助,加 護iを意味す る。最後にbarakaは,直 接的な接触(例 えぽ身

体や衣服 に よる)を 通 じて第三者に及ぼす ことが可能な,聖 者 が神か ら与え られた霊

的な力である。以下に見 る ように,ラ ーシデ ィーン 自身 もそのバ ラカを信奉者 たちに

与えていた。

　 ラーシデ ィ,一ンは幽冥界 との交渉のいわば専 門家ではあ ったが,彼 自身は言 うまで

もな くこの可視世 界の住人であ った。彼 のハ ーンカーには,hallfa(師 匠 の免許状 を

得て,そ の代理を勤め る者)や 一般 の弟子murldが 居 り,彼 が護持す るマザールに

は,遠 く西 トルキス タン 出身者 を含め多 くの参詣人niyazmandが あ った。 ニヤーズ

とはペルシ ャ語で祈願,懇 請を意味 し,ニ ヤーズマン ドとは祈願を持つ者の意味 であ

るが,祈 願す る者は同時 に布施や献納 をももた らすのが常 であるか ら,ニ ヤーズ とい

う語 は こ うした奉 献物 を も意 味す る よ うにな り,上 で見 た通 り 「ニヤー ズす る」

niy巨z　qll一といえぽ,聖 者に何物かを捧 げる,即 ち,敢 えて仏教用語 を使 えば供養す

ることを意味す るまでになった。参詣人 のニヤーズは もちろん聖者に捧げ られ た物 で

はあるが,そ の現実の収得者 はラーシデ ィー ンであ った ことは当然であ る。 こ こで も

一種 の互酬性が成立 してお り
,ラ ーシディー ンの側か らはその霊的な力が与え られた。

まず,himmaと い う神秘 道の シャイ フに特徴 的な力があ る。 これは遠隔地に いる弟

子 に危難が及んだ際に シャイフが発揮す る力であ り,突 然 に姿 を現 した シャイ フに弟

子 が救われ る(聖 者は複数 の場所に同時 に出現す ることがで きる)話 しは,多 くの聖

者伝 の最 もポ ピュラーなテーマのひ とつである。但,ラ ーシデ ィーン の場合は聖戦 を

行 う弟子達にの うえに ヒンマを及ぼ して遠 くか ら加護 した とのみ伝 えられている。更

に,聖 戦 の参加者た ちは,ラ ーシディーン に備わ っているバ ラカに与 り,du`a祈 濤

とfatiha(コ ー ラン 開扉 の章)の 読諦 を受けた。か くして,祖 先であ る聖者 に由来す

る宗教的権威 と墓廟 コン プ レックスを基盤 とす る物 的資源 と,弟 子 と信奉者 たち とい

う人的資源を併せ持 っていたラーシデ ィー ンは,1864年 の反乱 に際 して,自 らを政治

権 力 として樹立 し得たのであった。

　東 トルキスタン のマザールの うち,こ のアルシャ ド・ウ ッデ ィーン の よ うに文献 に

よってそ の崇拝の様相を再構成で きる場合はむ しろ例外 に属 し,他 の よ り多 くの,よ

り 「民衆的な」聖者墓 は,墓 廟 コンプレックスを持たず,聖 者 との仲介をす る シャイ
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フも不在のものが大多数である。従って,上 に述べた例を以て東 トルキスタンの聖者

(墓)崇 拝全体を代表 させることは不可能であ り,特 に 「民衆的」聖者墓が地域社会

に占める位置の解明には今後の周到なフィール ドワークを待たねぽならないが,こ こ

では,1991,1992両 年の調査に基づき,簡 単に以下のことを指摘しておきたい。即ち,

1)規 模の大小を問わずマザール崇拝は現に盛んに行われてお り,2)参 詣人の大多数

は女性であ り,3)病 気治癒や子授けの如き具体的祈願のための参詣 とともに,4)毎

週決った日にマザールに赴いて,共 同で昼食を準備 しともに食べて半 日を過ごす,い

わぽ遊山的参詣も盛んであ り,5)シ ャイフ不在のマザールであっても,祈 願 ・奉献

/加 護 ・加福とい う参詣者 と聖者の間の交渉関係が等 しく確認されるという事実であ

る。

3.発 見 された聖者 の墓

　 東 トルキスタン全域 にはいかほ ど数のマザ ールが存在す るか,こ の問いに答 えるこ

とは完全 に不可能 である。Kim　 Ho-dong(金 浩 東)氏 の最新 の論文に よる と,ス タイ

ンの東 トルキス タン の地図には121,ヘ デ ィン のそれには130の マザ ールが記載 されて

い るとい うが(Kim　 l992:3),新 彊 在住の専 門家 に よれぽ,ホ タン地 区の七つ の県だ

けで総計2,000の マ ザールがあ り,う ち比較的影響力の ある ものはお よそ20を 数 える

とい う(新 彊社会科学 院宗教 研究所1989:193)。 ホ タン は古来,Hotan-i§uhada即

ち 殉教者た ちのホ タンと呼ばれ るほ どマザールの多い ことで知 られた土地 であるが,

これ ほ どの数のマザールは如何に して祀 られ るようになった のであろ うか。

　 1890年 代 の前半 に東 トルキスタン,就 中ボタ ン地域を調査 したF.Grenardは,ケ

リヤのJamal・al-dinな る聖者の伝説中に 『大唐西域記』 などに見え る迫害 を蒙 った阿

羅漢 の物語 りがそ っ くり取 り入れ られてい ること,及 び ホタン の南,Ujatの 近 くの

耳oja　Mubebb[sic.<Muhibb]Uojamの マザ ールが イスラーム以前の仏教遺跡 であ

り[ス タイ ンとヘデ ィンの地 図に,と もにKohmari　 mazarと 記 され てい るのがそれ

であ り,r西 域記』 の牛角 山に比定 され ている],そ こで カ ローシュテ ィーのDham-

mapada(法 句 経)の 写本が発見 されたことを指摘 しつつ も,「 しか し,こ こか ら,す

べ てのマザ ールはイス ラーム化 された仏教僧 院であ り,地 方的な信仰 と伝説は イスラ

ムの仮面を付け た仏教信仰 と伝説であると結論 してはな らぬ」 と述べ,マ ザ ールに馬

尾が飾 られ ること,マ ザ ールで シャイフを囲む共食が行われるこ とを古代 「トル コ族」

の信仰 の残津 で ある とみ な し,マ ザ ールの起 源は仏 教 以前に まで遡 ると主 張 した
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(Grenard　 1898:240-241)。 グルナールは更に,　Imam・Ja`far　al-$adiq等 の歴史的には

東 トルキス タンと何 の縁 もない人物 のマザ ールが存在す ることに関連 して,「聖域[マ

ザール]が イス ラムの聖者たちに捧げ られ るだけでは全 く不十分であ ったのであ り,

これ ら聖者がそ こに埋葬 されている と信 じられ ることが必要であ った。民衆の迷信的

信仰を満足 させ るために,モ ッラーたちは,実 際にはア ラビア,メン ポ タ ミア,或 は

ペルシャで死亡 した数多 くの信仰の擁護者た ちを カシュガ リアで死んだ ことにす る伝

説を捏造 しなけれ ばな らなか った。私 は更 に進んで,こ れ らのマザ ールがこの地の古

代 の支配者 の墓 であった と確信す るものであ る」(Grenard　 1898:242-243)と も述べ

ている。彼の説 の うち,マ ザール崇拝 と 「異教的」 トル コ系民族 の信仰 との類似す る

要素 の指摘は興味深 い問題 であ るが,し か しそれに よってタ リム盆地の仏教以前を説

明す ることは明かなアナ クロニズムであ り受け入れ難い。 また,マ ザ ールが も し古代

の支配者 の墓であ った として も,そ れにイス ラームの聖者 の名 を冠す る操作は どの よ

うに して可能 とな ったのか,グ ル ナールの説 明では十分に明かでは ないが,そ のため

にはある墓 の主が紛れ もな くイスラー ムの聖者 であ った とい う事実が 「発見」 され る

ことが必須 の条件であ った と想像 され る。

　 キ リス ト教世界 と同様 イス ラーム世界にあ っても,聖 者の墓 を発見す る話 しが数多

く知 られ ている。 カ トリックでは,発 見 された遺体を地中か ら取 り上げて,場 合に よ

っては分骨 の うえ聖遺物 箱に納め(奉 挙elevatio),更 に は発見地 とは別の場所 へ移

す(移 葬translatio)こ とが広 く行われていた。 が,イ ス ラームには こうした習慣 は

存在 せず,聖 遺物崇拝 も一般的ではなか ったか ら[ト プカプ宮殿 に安置 され る預言者

のマ ン トHirqa-i　sa`adetや 同 じく預言者の歯や髭 は,ほ とん ど孤立 した例であ ると思

われ る],聖 者 の遺体,も しくはそれが埋葬 されてい る地点の発 見,あ るいは現に存

在す る墓が聖者 のものであ るとの認定 に続いて,そ こに墓廟が営 まれた。 デル マン ガ

ンは,マ グ リブには中世 ヨーロ ッパの神聖盗掠furta　 sacraと 同様 の遺体の盗掠の例

があ ることを指摘 し(Dermenghem　 1954:17),中 国 の哲合忍耶Jahliyyaに つ いての

書物を公刊 した張承志氏は,そ の指導者た ちの遺体が移葬 された ここを述べて いるが

(張1991:56-57),特 に後 者の場合は この教 団が清朝 の苛烈 な弾圧を被 った とい う

特異 な事情に よる ものであ り,い ずれ も例外に属す ると言 い得 る。隣村 の生 きている

聖者を招聰 して これ を殺害,埋 葬 し,自 らの村 の守護聖者 にす るとい う事件が発生 し

た り,一 人の聖者 の もの とされ る二つ もしくはそれ以上 の墓 の存在が,ほ かの説 明の

仕方 に頼 らずただ奇跡 と して承認 され たことは(Dermenghem　 l　954:17--18),移 葬,

と りわけ分骨の観念が不在 であった ことを示 してい ると言 え よう。以下ではイス ラー
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ム世界・特に中央アジアの聖者墓発見潭の具体例を文献の記述に即 して見てみたい
。

　 a.Mazar-i　 Sarif

　 管 見の及ぶ限 りでは,発 見 された マザ ールの最古 の例は,ア フガニスタンのマザー

リ ・シャ リーフであ り,そ の発見 の経緯を記 した現存す る最 古の記録は ,12世 紀 の半

ぽにバル ブを訪れた アン ダル シア人,Aba　 Hamid　 al-AndalUsi　 a1-GarnagのTuhfat　 al-

A　lbabで あ る。 マザ ー リ・シャリーフについては,最 近極 めて優れたモ ノグラフが刊

行 され,そ の発見謳 の英訳 も見 ることが出来 る(McChesney　 1991:27-28)。 以 下G.

Ferrandに よる校訂 テ クス トか ら引用する。

そ して我 々は この書物を,信 徒たちの長,ア リー ・ビン ・ア ビー ・ター リブ　　神が

彼 の面を名誉あ らしめた も うよ う一 に関す る驚 くべ き物語 りに よって終え る。 これ

は最 も驚異的な物語 りのひ とつであって,彼 　 　彼に平安あれか し一 の墓 と530[西

暦1135-1136]年 に バル ブの地区 のal一りayrと 呼 ぼれ る大 きな村におけ るそ の発 見に

まつわ るものである。その ε村 のコ信仰厚いsalih人 々の一群 が夢 で預言者一 彼 に

平安あれか し　 　を見た。そ して,彼 は彼 らに,我 が叔父の息子,ア リー ・ビン ・ア

ビー ・ター リブは この場所 に[居 る]と 言 って,彼 らに村の近 くの場所 を示 した。 こ

の夢は彼 らに繰 り返 し現れ,こ の夢を見た人 の数は四百人以上 に も達 した。 そのすべ

ては,ア ル ・ハイルの村及 びその他の場所 の信仰厚い人 々であった。そ こで,彼 らは

[セ ル ジュク朝の]サン ジャルの時代 のバル ブの主 であったQumajの も とへ行 き,

彼 に彼 らが見た ことと預言者　　神が彼 を祝福 し,救 済 されたまわん ことを一 か ら

聞いた ことを語 った。 そ こで,[ク マジ ュは]ウ ラマーた ちを召集 し,彼 らに[人 々

が]彼 に語 り,ま た証言 した ことを諮 問 した。 ウラマ ーたちは,[預 言者]・　 彼に

平安 あれ か し　　は,「 我を見 し者は真実われを見たのであ る。悪魔 が[自 らを]我

に似せ ることはない」 と言われた と述べた。す ると,彼 らのなかの一人 の法学者が,

「お う,ア ミールよ,こ れは道理 に反 した ことであ ります。神の預言者　 　神が彼を

祝福 し,救 済 された まわん ことを　　は道理に反 した ことは 申され ません。ア リー'

ビ ン ・ア ビー ・ター リブ　 　神が彼に満足 したまわ んことを　 　は クーファで殺害 さ

れ ま した。その墓については,人 々は一致 してお らず,或 者は,ク ーフ ァのモス クの

ミナ ー レの下に埋葬 された と言い,或 者はKardadUdahに 埋 葬 された と言 い,ま た或

者はa1-Gadirに 埋 葬 され,そ の上 に墓廟maghadが 建 立 された と申 してお ります。で

あ りますか ら,千 ファルサ フ以上 も離れ たバ ルブに,如 何 に して彼はや って来たので
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あ りま しょうか」 と言 った。それ で,人 々は退出 した。 ところが,真 夜中に件の法学

者は,そ の息子 たちや友人たち とともに彼の家を出て,ア ミール ・クマジュの許 へ行

くと叫んだ。彼 は泣 き叫び,救 いを求めた。彼 は クマジ ュの許に迎 えられ,面 会 を許

された。[ク マジ ュは]彼 に,「 汝に何事が起 こったのか」 と言 った。そ こで,彼 は,

「お う,ア ミール よ,私 の顔 と体を見て くだ され」 と言 った。そ こで,[人 々が]蝋

燭 で彼 を見 ると,彼 の顔は黒ずみ,全 身のほ とん どは,打 たれ,平 手打 され,拳 で殴

打 されていた。彼 は泣 き始めた。そ こで,ア ミール ・クマジュは,「 お う,シ ャィフ

・アル ・イマームよ,何 者が汝に このようなことを したのか」 と言った。彼は言 った。

「私は家 で寝 てお りま した。す ると,私 の所 に一群 のア リー家 の人 々(`Alawiyyan)

が や って来 ま した。彼 らには髪 の房(dafa'ir)と 頭 髪(9u'ar)が あ り[?],白 い衣

服 を纏 い,若 者,中 年,老 人,子 供[が お りま した]。 彼 らは,神 の預言者一 神が

彼 を祝福 し,救 済 された まわんことを一 を嘘 つき呼ぽわ りし,信 徒の長 はここには

いないと言 った のはお前か,と 言 って私を捉 え引きず りました。彼 らは私を罵 りなが

ら[連 れて行 き],開 かれた墓 の側 に私 を立 たせ ま した。 そ こで。私は信徒の長,ア

リー ・ビン ・ア ビー ・ター リプが,髪 と髭 の白い[姿 で]墓 の中に座 っているのを見

ま した。彼 らは,こ れは信徒 の長ではないのか,と 言い,つ いで足 と手で私 を打郷 し

始め,私 は死 を確信 したほ どで した。そ こで私 が,お う,神 を信ず る者 たちの長 よ,

私 を哀れみ たまえ,と 言いま した。す ると,ア リー　　彼に平安あれか し一一 はその

手 で彼 らに合 図を し,彼 らは私を放 しました。 そ して私は 目が覚め ましたが全身は さ

なが ら砕かれた よ うで した。私は神に許 しを乞 い,私 が言 った ことを神に向か って後

悔 しま した。」それで,こ の ことを知 る と[ク マジ ュ]は,全 軍 とともにその荒野へ

行 った。預言者　　神が彼 を祝福 し,救 済 され たまわん ことを　　が彼 らに示 された

場所を掘 り,彼 らは,上 には大理石の二枚 の板,中 には信徒の長[の 遺体のある]墓

を発見 した。彼[=ア リー]か らは何一つ失われてお らず,彼 の屍衣は完全であ った。

ア ミール とすべ てのウラマーは これを見た。 そ してその体の下 から,こ れは預言者を

愛 した者(muhibb),ア リー一 神が彼の面を名誉 あ らしめたも うよ う一 である,

と指で書かれた赤い煉瓦を発見 した。そ こで[ク マ ジュは]そ の上に,ア ル ・ガデ ィー

ルの墓廟 よ り,よ り優れ よ り美 しい巨大な墓廟 を建立 した。そ して,そ の煉瓦 は刺繍

した絹 の袋に[入 れて],墓 廟 の ミフ ラーブに吊され た。 かの夢 を見た者た ちの多 く

は長生 きした。そ して,ホ ラーサ ーン,バ ル ブ,サ マル カン ドのすべての地方か ら人

々が これに参詣に来た。驚異的な墓(複 数)の ひとつ と して,信 徒の長の墓 はパ ルフ

地方で発見 された。それは五百[年]の 後 までそれ と して知 られ ていなか った のであ
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る 。(Ferrand　 1925:145-147)

　 この発見謳には,後 の数多 くの類似の物語 りに共通す る二つの要素,即 ち夢 と発見

の立役者一 但,こ の場合は言わぽ否定的人物 ではあ るが一 が既に現れている。「奇

跡的 な夢に関す る物語 りは,聖 者 の伝説中の愛好 され しば しば繰 り返 されたモチ ーフ

であった。それは,或 人物(興 味深 いことに,そ れは多 くの場合裕福な人であ り,時

としてハン やその家臣であ る)の 夢 に崇拝する聖者が現れ,(通 常,忘 れ られ てい る)

自 らの埋葬の場所を教え,人 々が要請,祈 願 を もって参詣す ることが出来 るよ う,そ

こに墓廟を建立す ることを命ず る,と い うものであ る。」(Snesarev　 1983:48)と い う,

ホ ラズム地方についての観察は,以 下で も見る ように,よ り広 い地域に も妥当す ると

思われ る。アブー ・ハ ー ミドの物語 りに,人 々が繰 り返 し同 じ夢を見,そ の数が四百

人 以上にな った,と い うのは,ア リーの墓 の発現の期待が次第に広が ってい った こ と,

そ の結果 として,い わば発見 され るべ くして発見 された ことが窺 えるが,こ うした期

待感 の背後に存在 したであろ う宗教的,或 は政 治,社 会的状況を具体的に明かにする

ことは今後の研究に待たねぽな らない。

　 マ ックチ ェニー氏に よれば,恐 らくはモ ンゴルの侵入に伴 うバ ルブ地方の衰退のた

めに,そ の後ア リー廟に関す る伝承は,少 な くとも書かれた史料 の うえか らは姿を消

した。 それ が,再 び発 見 され るのは テ ィムール朝時代 の ことである。Ha励a1-siγar

に見 え るその経緯は次の通 りである。 この書 のテヘ ラ ン版 は問題が多 いとされている

ので,全 訳は行わず。以下梗概 のみを記す。

　 ミールザー ・バイ カラがバ ル ブを支配 していた885[西 暦1480--1481]年,ヒン ドゥス

タ ーンか ら・・一ヤ ジー ド ・バ スタ ミーの子孫 でSams　 al-dln　Muharnmadな る者 が

カープル,ガ ズナか ら到 来 し,ア リーの墓 が 耳waja耳ayranの 村 に存在す ると記 され

た年代記を示 した。 ミールザー ・パ イカラはサイイ ド,カ ーデ ィー,お よびバル フの

貴顕たちを召集 して相談 し,バ ル ブか ら3フ ァルサ フ離れ た件 の村へ赴いた。書物 が

指示す る場所 にはひ とつの ドーム[gunbad]が あ り,そ のなかに墓 があ った。墓 を

少 し掘 ると白い石板が現れ,そ れ には 「これ は,神 の雄雄 しい獅子,神 の預言者 の兄

弟,ア リー,神 の友の墓 であ る」 と書かれてあった。人 々は歓呼 し,墓 の発現 の報 は

近隣に知れ渡 った。 この聖 なる敷居に希望の眼差 しを向け た病人は癒 された。人 々は

大挙 して参詣 し,大 量の金 と宝石 を捧げた。 ミールザ ー ・バイカ ラは この有 り様 を知

る と急 ぎヘ ラー トへ知 らせ られた。 スルター ン ・フサィ ン ・バ ィカラは礼拝 に赴 き,

巨大な ドームの建造 を命 じ,彼 が この村に所有 していたバ ザール,公 衆浴場 お よびバ
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ルフの運河 のひ とつを寄進 した。そ して シャムス ・ウ ッデ ィーン を霊廟の シャイフに

任命 した。墓 の出現 と君主 の参詣のお陰で,人 々は多 くの財 を奉納 し,そ の年額は カ

パキー金貨100ト ゥマン に達 した
。「ホージャ ・ハイ ラーンの村はそ の多 くの建造物 と

耕作[地]に よって大都会の ようになった」(耳vandamir　 vol.　iv:161-163)。

　 この再発見,殊 にフサイン ・バ イカラに よるその速やかな承認 に関連 してマ ックチ

ェスニー氏は,預 言者の直系親族を崇拝す るahl　 a1-baytismと で も呼ぶべ き宗教的心

意 が民衆 の間 に存在 した こ とを指摘 し,「 墓 の再発見 は,ア フル ・アル ・パイ トに対

す る崇拝を,政 治的,社 会 的に容認可能 な枠組 の うちに再措定す る機 会 とな った」

(McChesney　 l　991:35)と 述 べてい る。 ーマザールの発見は単に宗教 的事件であ ったに

留 まらず,政 治的,社 会的な出来事 であ った といわねぽな らない。

b.　 Sayyid　 Battal　 Gazi

　 マ ザー リ ・シャ リフの第一次発見か らお よそ一世紀,同 じくセルジ ュク朝 の支配下

にあった アナ トリアにおいて,サ イイ ド・バ ッタール ・ガーズ ィーの墓が発見 された

と伝 え られ ている。「発見」 のか な り後に成立 したBattal-nameに よ ると,彼 の遺骸

の所在は,ル ーム ・セル ジ ュク朝の スルター ン`Ala　 al-dln　Kay-Qubad一 世 の母,

Umm恥an　 Uatunの 夢 に現れた とい う。(kafadar　 1995:169)ア ラ ブの年代記 に よ

れぽ,こ の人物は ビザン ツ帝国に対す る ウマイヤ朝 の遠征軍 の司令官であ った が,

720年,現 在 のアフィヨン ・カ ラヒサルの近隣のAkraionで の戦 いで戦没 した。彼 は

辺境 の英雄 として早 くか ら伝説的な勲功記の主人公 とされ,時 代 とともに彼の武 勲の

様々な物語が付 加 され ていった(実 在 の人物 としてのバ ッタール とその伝説の成長 に

ついては,Boratavを 参 照(Boratav:344-351))。 イ スラムとキ リス ト教両世 界の接

壌地帯 に位置 し,し か もモンゴル の脅威を 目前に したセルジ ュクの君主たちはいわゆ

るガーズ ィー精神 の鼓舞に熱心 であ り,例 えぽ,ア ラー ・ウッデ ィー ンの孫 の`IZZ

al-dln　Kay-Qawus二 世 は,ア ナ トリアにおける最初の トル コ語 に よる武勲詩,1)々 πみ

mend-na〃;eの 編 纂 を援助 した といわれてい る(Cahen　 1988:335)。 従 って,ウ マイ

ヤ朝の戦士の墓が,「 聖戦」 の意気に燃 える辺境の ガーズィーた ちの間に出現 した こ

とが持 った政治的,社 会 的意味は明 白である。但 し,1173年 に この地方を訪れた アラ

ブ人,al-Harawiが 「奇妙 な辺境 の町」 にあ るバ ッタールの墓 に言及 していることか

らす ると(Sourdel-Thomine　 1957:131),バ ッタールの墓 と称 され るものが アラーウ

ッデ ィーンの時代以前か ら存在 していた ことは確実であるが,こ れが発見 された とさ

れ る墓 と同一 のものであ るか否かは必ず しも明らかではない。エ スキ シェヒルに現存
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するバ ッタール ・ガーズ ィーの コンプ レックスは,墓 廟のほかモス ク,マ ドラサ,イ

マ ー レッ トを含み ,碑 文 に よれぽ モス クは,Giya1　 al-din　Kay一耳usraw三 世(在 位

1267-1283)の 創 建 に係 るとい う(Yurt　 Ansiklopedisi　 n.　d.:2926) 。 それ故,遅 くと

も13世 紀の後半 に現在の地にバ ッタールの墓 が存在 した ことには疑いを容れ る余地は

ない。マザー リ・シャ リーフといい,バ ッタール ・ガーズ ィーといい,管 見の及ぶ限

りでの最初 の二例がいずれ もセルジュク朝 の支配地域で発生 した ことに何 らかの意味

を見出すべ きか否かは,更 なる検討を要する問題であ ると思われ る。

c.　 Idris　 b.　Idris

　 マザー リ・シ ャリーフの第二次発見に僅か に先立 って,重 要な政治的意味を持つ と

思われ る二つの墓/遺 骸 が遙か西方で出現 した。即ち,モ ロッコの フェズにおけ るイ

ドリース ・ビン ・イ ドリース,コン ス タ ンテ ィノー プルにお け るAbO　 AyyUb　 a1-

Ansarlで あ る。 前 者 に つ いて はBeck氏 の 詳 細 を 極め た モ ノ グラ フが あ るの で

(Beck　 1986),以 下 それに よ りつつ簡略に述べ るに とどめ る。

　 イス ラム暦841年 の ラジ ャブ月,す なわち1437年 の年末 か ら翌年 の一 月にか けての

あ る日,フ ェズのShurafa'(シ ャ リー フの複数形,マ グ リブではサイイ ドと同義 で

預言者の子孫を指す)の モスクの基礎 の改修中に この都市の建設者 とされ るイ ドリー

スニ世の遺 骸が出現 した。墓 自体は殆 ど残 っていなか ったが ,遺 骸は完全で虫に食 わ

れ てもいなか った とい う。 マ リー ン朝以前の史料 によれぽ,イ ドリースニ世 は,西 暦

823年,Wahll(或 い はWalila)で 死 去 し,そ の地で父のイ ドリースー世の傍 らに葬

られた とされている。(イ ドリースー世 の墓廟はMawlay　 ldrlsと 呼 ばれ現在 も崇拝 を

集め てい る。)イ ドリースニ世 の遺骸 の発現 当時,マ リー ン朝 は最末期 の混乱状態 に

あ り,ポ ル トガルは1415年 に セ ウタを 占領,更 に1432年 に はタ ンジ ャを包囲 し,レ コ

ンキス タがジブ ラルタルを越 える危険性は現 実の ものとな りつつ あった。 こ うした状

況下で,ベ ルベル人の宰相Aba　 Zakariyya'Yahya　 al-Wattasiは タ ンジャの包囲 を破

ってその権威 を高めた。 シュラフ ァーのモス クに掲げ られ ていた碑文(現 存せず。17

世 紀に複数 の書物に移録 された)に よれぽ,こ のアブー ・ザ カ リヤ ー ・ヤフヤ ーこそ,

あ る一人 のサイイ ドと他の一人の ムフティーとともにイ ドリースの発現 の現場に居合

わせた人物 であ った。彼 に とって フェズの建設者の発現 は,キ リス ト教徒の攻撃に備

えてムス リムの志気を鼓舞す るために も,又 自らの権威 を確立す るためにも誠 に好 都

合な事件 であった と考 え られ る。事実その後1470年 に は,ワ ッタース族は マ リーン朝

に替わ って モロ ッコの支配者 とな った。 イ ドリースの遺骸の出現はまた預言者 の子孫
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の霊的能力 を崇拝す るいわゆ るマラブーテ ィズムの発達 の契機 とな り,次 の世紀には

シャ リーフが フェズに王朝 を樹立 し,家 系の交替はあるものの現在 にまでその支配は

続いている。誠に,イ ドリースの フェズへの 出現はモ ロッコの歴史上 の重要事件であ

った と言わねぽな らない。

d.　 AbU　 AyyUb　 al-An§ari

　 預 言者の旗持ちであ り,ウ マイヤ朝軍 の遠征に加わって殉教 した とされ るアブー ・

アイユーブ ・アル ・ア ンサー リーの墓 は,1453年 の征服直後のイスタン ブルの郊外 に

現れた。 この墓については,同 時代史料 であ るTurusun　 Begの7ゐ7'々-iAbtZl-fethな ど

にも言及が あるが,発 見の詳 しい経緯 を伝え る記述は,Evliya　 Celeblを 待 たねぽな ら

ない。

ヒジ ュラ暦857年,征 服者スル タン ・メフメ ト・ガージー陛下 がイスタ ンブルを征服

した際,77人 の偉大な神の人 たちehl　 ullahが,ア バ ー ・エイユーブの墓 の探索 を命

じられた。終に,Aq　 Sems　 ed-dln猊下 が,「 吉報で ございます,陛 下。預言者 の旗持

ちであ った アバー ・エイユーブ ・ア ンサ ー リーは この場所に埋葬 されてお ります」 と

言 って,或 繁 った森 のなかへ入 った。祈薦用の絨毯 の うえで二度 の礼拝を行い,礼 拝

の後 また平伏 してまるで寝入 って しまった よ うであった。多 くの者 共は,「猊下 は,

エイユ ーブの墓 を見つけ られぬ ため ,恥 ずか しさか ら寝入 って しまった」 とあてつけ

を言 った。一時間後,ア ク ・シェムス ッデ ィーン猊下 は,平 伏か ら頭を もたげ,そ の

幸 ある眼 は血[の 溜 った]壺 を思わせ る形相 で,征 服者に向 って,「 陛下,神 の英知

は私めの絨毯を正 しくエイユーブの墓の上に置 かれ ま した。直 ちに この場 を掘 らせ て

下 さい」 と言 うもあえず,シ ェムス ッデ ィー ンの[配 下の]三 人の スーフィーが征服

者 とともに,シ ェムス ッデ ィーンの絨毯の下 を掘 りは じめた。深 さが3腕 尺に達す る

と,緑 の班岩 の四角 い板が現れ,そ の上に クー フィー文字で 「これは アパ ー ・エイユー

ブ ・アンサ ー リーの墓であ る」 と記 されてあ るのが見 られた。 その石を取 り上 げると

中にアバー ・エイユーブの遣体が,サ フランで染 めた屍衣 の うちに全 く新鮮[な 状態

にあ るのが]見 られた。右手 には銅の印章一穎 があった。石 を[元 の]状 態 に置 き,

そ の緑色の石を覆 った。 これを 目撃 したイス ラムの兵士たちは,自 らの眼を以て間近

く確認 し,「 神の外に神無 し」[の 叫び]と[神 への]讃 辞 とともに土を埋 め戻 した。

その後,そ こに居 たすべてのムス リムたちは参詣 して,光 輝 に満 ちた墓廟 の定礎 に取

り掛か った。現在[墓 の]上 にあ る輝 きにみ ちた ドーム,ジ ャー ミ,マ スジ ッ ド,マ
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ドラ サ,ハン,ハ マ ー ム,イ マ ー レ ッ ト,市 場,バ ー ザ ー ル は す べ て 征 服 王 の 建 造 物

で あ る。(Evliya　 Celebl　 1314:401)

　 スルタ ン ・メフメ ト自身が墓 を掘 り出 した とい うのは,い かに もエ ヴ リヤ ・チ ェレ

ビーらしい法螺話である として も,ア ク ・シ ェムス ッデ ィーン が一 団のデル ヴィシュ

とともに コンス タン テ ィノープル包囲に参加 していた ことは良 く知 られてい る(Bab-

inger　1954:114;Runciman　 1965:104)。 この人物はSihab　 a1-din　Suhrawardiの 子 孫

であ るといわれ,Bayramiyya教 団 の シャイフであ り(彼 とBayraml　 Wali及 びそ の教

団 との関係については,Bayramoglu　 l　983を 参 照),彼 の 道統 はのちにSamsiyyaと

呼 ぽれる一派を形成 した。彼は,頑 強に籠城す るビザン ツ皇帝 との講和 に傾 いた スル

タンを叱咤激励 した と伝 えられ(MUnejjimbagi　 iii:328),ス ル タンと極めて親 しい関

係にあ ったといわれれ ている(Babinger　 1954:593-594)。 エ イユ ーブの墓 の発見につ

いて,バ ビンガーは,同 時代の史料 には全 く見えず,メ フメ トがイス ラー ム世界 の君

主たちに征服を告知す るために送 った書簡に も言及がない として,こ れを 「ず っと後

に偽造 された敬慶なる嘘」であ るとみな してい る(Babinger　 1954:137)。 しか し,先

に も触れ た通 り,包 囲に参加 し,ス ルタン の アヤ ・ンフィヤでの最初の礼拝 に も従 っ

た トゥルスン は,発 見の経緯 についてこそ沈黙 してはいるが,「 コスタン タニーイ ェ

の城壁 の外に,殉 教者 の頭,エ プー ・エイユーブ ・アン サー リー　 　彼 の上 に神 の恩

寵があ ります よ う　　 の上に見事に建造 された墓廟 と,モ ス ク,マ ドラサ及 びハマー

ムを造 らせた」と述 べてお り(Inalcik&Murphey　 1978:60a),エ ヴ リヤ ・チ ェレビー

が記す形 での発見諌 の形成は後の こととして も,墓 の発現が征服直後 に遡 る ことには

疑いを容れ る余地はない。預言者の旗持 ちの聖地の出現 は,コ ンス タン テ ィノープル

の征服 とい う預言者 に始 まるとされるイス ラームの宿願が オスマ ン皇 帝の手 に よって

果た され たことを象徴す る出来事であった。その 「発 見」 をスル タン自身 が望 んだか

否かは しぼら く置 くとしても,ア ク ・シェムス ッデ ィーン を始め とす る宗教家 に とっ

ては,新 たな都をイスラームの輝 きで光被す るために 「発見」は必須 であったはずで

あ る。エイユ ーブは両聖都 に次 ぐ帝国の聖 地 とな り,参 詣者 は 「半 分バ ッジ」yarlm

hacciと 称 され た。異教徒 の立 ち入 りは厳 し く禁 じられ,歴 代 のスル タ ンは即位 に際

し,そ のモスクで メヴレヴ ィーイ ェ教団 の長か ら王朝 の祖 オスマ ンの剣を受け,そ れ

を侃いた。西洋の戴冠式を模倣 した といわれ るこの儀 礼 も,メ フメ トとア ク ・シェム

ス ッデ ィー ンに始まる とされていた。
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e.耳waj　 a　Muhammad　 Sarifに よ る マ ザ ー ル の発 見

　 16世 紀 の東 トル キスタン で活躍 した ムハ ンマ ド ・シ ャリー フに よるSatuq　 Bogra

耳anの マ ザ ールの 「再」発 見の物語 りは前 稿(濱 田1991)で 取 り扱 った ので ここ

では再説を避 け,先 ずは このス ーフィーがサ トク ・ボグラ ・ハ ンの霊的教導を受けた

ウヴ ァイ シーであ り,モ グー リスター ンの`Abd　 al-Ra§ld　Hanを 自 らの弟子 と してサ

トクのマザールの崇拝へ導 き,そ のマザ ールに多 くの ワクフを設定 した,と い う結論

だけを繰 り返 してお きたい。その うえで,前 稿で省略に付 した,彼 の聖者伝に見 える

サ トク以外のマザールの発見謳を,主 と してル ン トのJarring　 Collection　Prov.414に

よ りつつ紹介 した い(前 稿 でルン ト所蔵 の ムハン マ ド・シ ャリーフの写本を,Prov.

164,Prov.171の 二 種 としたのは筆者 の誤 りで,正 しくはProv.73,　 Prov.327,　 Prov.

414の 三 種であ る)。 最初 は,前 稿 で も触れ た ムハン マ ド・シ ャ リーフとアブ ド・ア

ル ラシー ド ・ハ ンの出会いの きっかけ となる物語 りであ り,ム ハン マ ド・シャ リーフ

が メ ッカ巡礼の帰途,ス ラー トの港か ら ヒン ドゥースターン を旅 し 「カンジュー トか

ら峠を こえた」 ところの村での出来事 とされて いる。

[ム ハン マ ド ・シャ リーフは]夜 明け方,良 き霊魂たちに向 って祈念 していた。眼前

に一人の貴 人が現れ 出て,ホ ージャ狙下 に挨拶 して言 った。や 一,ム ハ ンマ ド・シャ

リーフ,よ くぞ来 られた。私は三[百]年 ここに横たわ っている。全世界に教 旨を出

す者であ ったが,や んぬ る哉,ひ とつの教 旨を誤 った。その罰 にわが眼窩から一本 の

茨が生えた。常に北風が 出る度にわ が命は苦痛 を見 る。何であろ うとこの刺 を取 り捨

てて くれ よ,と 言 って姿が隠れた。翌 日ホージ ャ狙下は村 か ら三人 の農夫を見つけて

そ の場所を掘 らせていた。地主の女がや って来 て,私 の土地 を荒す な と叫んだ。 ホー

ジ ャ猊下 は,老 婆 よ,お 前 の土地が荒れたな ら代価を与え よ うと仰せ られた。その時,

ア ブ ド・アル ラシー ド・ハ ンは旅に出ていた。女は行 って訴えた。 ハン はひ と りのヤ

サ ウルに命 じて行かせた。彼はや って来 てホージ ャ猊下 に不敬を働 いた。 ホージ ャ狙

下 は怒 りを もって見つめ ヤサ ウルを馬[か ら]落 して打据 え,彼 の手は折れた。 ヤサ

ウルは戻 ってハ ンに語 った。ハン は また[別 の]ヤ サ ウルを命 じられた。彼は武器[を

外 し,]馬 か ら下 りて来 て,敬 意,尊 重を表 して言 った。 ア ブ ド ・アル ラシー ド・ハ

ンは,ご 挨拶を送 られます。行 って尋 ね よ,ど こか ら来たのか,こ の女の土地を何故

に荒す のか,と 。ホ ージ ャ猊下 は言 われた。私 はメ ッカか ら来た。 この場所に泊ま っ

た ところ,先 に一人の貴人が来 て,こ の場所 に横たわ ってい ること,世 界に教 旨を与
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えていた こと,突 如教 旨に誤 りが生 じ,そ のために右 の眼窩か らひ とつの茨が生え,

北 風が吹 く度に茨が動 いて この貴人は苦痛を見 る[と 言 った。]こ の故 に掘 っている

のである と言 った まさにその時,穴 が開かれすべ ての人 々は見た。猊下 が仰せにな っ

た通 り[で あった。猊下 は]降 りて茨の根を抜 き取 られた。 このヤサ ウルは戻 ってハ

ンに言上 した。 アブ ド ・アル ラシー ド・ハン はや って来 て挨 拶 し,詫 びを 申された。

(Jarring　collection,　Prov.414:54r-55r)

か く して,ハン は ムハ ンマ ド・シャリーフの弟子 になった と,聖 者伝は記す。それに

続いて語 られ る第二の発見諌は以下の通 りである。

ホージャ狙下はハ ンとともに馬 に乗 り旅を して,カ ルガ リクの地に至 られた。 ご覧に

な ると,村 々の真中にひ とつの荒れ地があ った。猊下 は仰せ られた。素晴 ら しい土地

である。 小さな町 とす ることも出来 よ うが,今 は時間が ない。私はハー ンカー[修 行

道場]を 造 ろ う,と 言 って,や って来て[そ の地 に]着 かれた。 狙下 とともに数人の

ハ ーフィズ とスーフィーがいた。土 と泥を取 って来た。 ホージャ猊下 は四方の壁を築

かれた。 アブ ド・アル ラシー ド・ハン が尋ね た。や 一,狙 下 よ,何 事 な りとも我 々に

ご命令 くだされぽ,我 々がいた します,と 言 った。 ホージャ猊下 は仰せ られた。私は

ハ ーンカーを建ててい るのだ ,と 言われた。 アブ ド・アルラシー ド・ハン を始め全軍

がひ とつになって,ハ ー ンカーを完成 した。翌 日見 ると[ハ ーン カーは]倒 れ ていた。

再び建 てた。結局,五 度建 てた。五 日目に,ホ ージャ猊下 は,私 が祈念tawajjuhを

しよう,何 が起 こっているのか,と[そ の]夜 祈 念に専心 された。[す ると]一 頭 の

白い騎駝が現れて,肩 で壁 を倒すのを ご覧 になった。 ホージャ狙下 は駱駝 の前に立 ち

ふ さが って仰せにな った。 お前は いかなる者 か,自 らを現せ。 たちまち駱駝 は本性 に

戻 り,ホ ージ ャ猊下 に挨拶 して言 った。や一,ホ ージ ャ ・ムハン マ ド・シャ リー フ,

私 はホル ムズの町か ら来て,こ の ところに住家manzil[=墓]を 造 って,横 たわ っ

ている。私 の傍 らにひ と りの不信者が葬 られた。人の大 きさ程 の銅 の仏像 があ り,そ

の上 にひ とつ の金の山kah-i　 altunが あ る。 あなた は,そ の上に この壁を建 て られ た

[の で],私 は とても横たわ っておれ ない。 ホージ ャ狙下は尋ね られ た。や 一,貴 人

よ,名 はなん と言われ るか私 に仰せ下 さい。 この貴人 は,わ が名はMulla　 Mabmad

Hifrmaziで あ る,と 言 って姿を消 した。 ホージ ャ猊下 は翌 日,こ の壁の下 を掘れ,

と言われた。 アブ ド・アル ラシー ド・ハ ンが,こ の壁 の下を何故 に掘 るのですか,と

尋ね るとホージャ猊下 は昨夜の出来事 をいちいち語 られた。壁を掘 って見 る と,不 信
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者 の骨,一 体の仏像の傍 らに金の山が現れた。[仏 像 を]鋳 つぶ して大鍋 を造 らせハー

ンカーに ワクフとされた。金を売 って土地を買い[マ フムー ド・フール ムージ ーの]

マ ザールに ワクフとされた。 シ ャイフと掃除人を任 じ置かれ た
。(Jarring　 collection,

Prov.414:55v-56v)

　旅の僧の夢に亡霊が姿を現して(タ ワッジュフが睡眠状態に似ることは,先 のアク

●シェムッスディーンの例に見られる通 りである)自らの墓の在処を教えるとい うのは
,

いわゆる夢幻能の構成に似通 うが,能 の登場人物とは異なって,上 に見た亡霊たちは

語るべきほどの過去を殆ど持たない。さながら,聖 者 としての生前の事蹟は知られな

くともその墓が奇跡的に発現 しただけで,聖 者の資格あ りと認められていたかの如 く

である。そして発見した側のムハンマ ド・シャリーフはと言えぽ,弘 法大師のように

大地を杖で突いて泉を湧かせる奇跡とも相侯って,何 よりもまずは,隠 された墓を発

現させる奇跡的能力の故に聖者とみなされていたと思われる。

ホ ージャ猊下 は,時 には町 を時には村 を旅な され,あ らゆ る場所に横 たわ ってい る[=

葬 られている]聖 者を発見 し,[そ れの霊に]祈 念 し,旗tu9`alam[tugに は 古代語

の馬尾 の意味が生 き残 っているか も知れ ない。果 して然 らば ,こ の同義語反復は,ま

さしく今 もマザ ールに見 られ る馬尾 と白布を指すのであ ろ う]を 結 び付けて マザ ール

とな し,シ ャイ フと掃除 人を任命 して[年 月を]過 ごされ ていた。(Jarring　 collec-

tion,　Prov.414=58v)

　 この一文は,東 トルキスタンにか くも数多 くのマザ ールが存在す ることの理 由を明

か していると言 って よか ろ う。マザ ール発見 の能力を持 つ者は,ム ハン マ ド・シャ リー

フー人 には限 らなかった筈で,マ ザールの数はいやが上に も増大 したことであろ うと

思われ る。

f.西 シベ リア,ト ボ リス ク地 方 におけ る組 織的発見

　先 に引用 したスニ ェサ ー レフの文章 にもあ った ように,西 トルキスタンで も数多 く

のマザール発見潭が知 られているが,筆 者 の知 る限 りでは,1186年 に ホ ラズ ムで死去

した とされ るSulayman　 Baqirganl　 Haklm　 Ataの 物 語 りはその最 も古い もののひ とつ

である。筆者が 目賭 しえたペテルスブル グの東洋学研究所 の写本A237に は大 きな脱

落 があるため,こ こに全文の訳 を示す ことは控 えざるをえないが,そ の大略 は次 の通
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りである(以 下括弧内は原文の訳である)。

　 Ahmad　 Yasawiの 弟子 であ ったハキーム ・アタに対 し神が,「 お前の息子の良 き血

筋か ら40人 の聖者が立つ こ とになる。[彼 らコすべて の罪は[予 め]お 前にあ る。 こ

の故にお前の死体 の上を40年 間水がながれ ることにな る。その後お前 は罪 か ら清 め ら

れ る」 と命令す る(ハ キーム ・アタの死 の情景は欠落 している)。 「物語 りに この よう

に伝 えられている。 ハキーム ・アタを[彼 が]暮 ら していたHi§arの 下 に置 いた[=

埋 め た]。 物語 り。ハキ ーム ・アタの上を40年 水が流れた。その後,こ の川は干上 が

った。現在 この場所 をQara-yantaqと 呼 んでいる。その後,ハ キーム ・アタの霊魂 が

Hwaja　 Jalal　al-dinの 夢 に現れた。 や一,ジ ャラール ッデ ィーン,わ が遺体 を捜 し見

付け よ,わ が上に廟 を建 てよ。」(以 下,ジ ャラール ッデ ィーン の探索が語 られ るが,

発 見 の次第その ものは欠落 してい る。)

　 この物語 りに敢えて言及 したのは,こ こには墓,も しくは遺体が隠される理由が予

めあきらかにされているという特色があるからである。こうした必然性が示 される場

合は必ず しも多 くはないが,聖 者の墓の発見に先立つ殉教の物語 りを設定した例は外

にも見いだすことが出来る。

　 シベ リアと東 トルキスタンの トルコ学の優れた専門家であったN.F.　 Katanovが ト

ボ リスクの博物館で発見 し刊行 した二種の写本(Katanov　 1904)に 見えるマザール

の組織的発見 とでもいうべき物語 りは,い わばプロローグとしての殉教諌から始めら

れている。二つの写本の内容はほぼ同一であ り,以 下の訳は主として第一の写本に基

づいている。

　われ,呪 われた る悪魔 を逃れ て神 にお縄 りも うす。

　大慈大悲 の神 の御名に よ りて。

　讃 えあれ,ア ッラー,万 世 の主,神 の被造物 の最 良のものたるムハ ンマ ド及びそ の

すべての一族 に祝福 と平安 あれ か し。

　 さて,か くの如 くに述 べ られ ている。過 ぎに し時代 の聖者方,即 ち過 ぎに し時代の

良き人 々はか くの如 くに伝 えてお られる。即 ち,時 は797[1394]年 の ことであ った。

聖な るブハー ラにおいて,AbU'1・Layt一 耳anの 御 代 に,1§an耳waja　 Baha　 wa'1-Haqq

wa'1-Din　 Sah　Naq§bandi一 神 が彼 の気高 き秘 密を清 めた まいます よう　 　猊下 の高

貴な る御許 しと御導 きに よ りて,三 百六十六人の シャイ フたちが,東 か ら西か ら,あ
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らゆる町 々[か ら],彼 の 奇跡karamatと 高 徳maqamatの 光 りの もとに集 ま り,弟

子 となっていた とい う。

　 この聖者たちは,か れ らの生活を毎年三つの部分 に分 けていた。第一 の部分は,彼

らのシ ャイ フ[=バ ハーウ ッデ ィーン]の 傍 らにあ って無声 のズィクル と祈薦に専心

した。 また一つの部分 は,ブ ハ ーラの地方 と村 々で,人 々に知識を教えた。 また一部

分は,不 信者たち と聖戦を行 った。

　何時聖戦の時が来 ても,イ ーシャーン ・バハ ー ・ワルハ ック ・ワッデ ィーン猊下 の

高貴な る御前に集合 して,如 何なる方面な りとも,気 高 き御指示あれか し,と 言 って

待 ち受けた。

　 ホージャー一 彼 に誉れあれか し一 は,朝 の祈 りの後,シ ャイイフた ちに幸在 る

面を向けて言 った。余 は偉大な る歴史書にか くの如 く[あ るのを]見 た。即ち,嘗 て

信徒 の長 ア リー　 　神 が彼 の面を名誉あ らしめた まいます よ う　　 が ヒン ドゥース

ターンを経 てチー ン ・マーチ ーン の地方にイス ラームを現 しに行 った時,ヒ タイの半

分をイス ラムに帰依 させ,半 分 に税をかけた。 しか しヒタイの若干 の反逆者 どもは,

Targan　 Uanの 国 か ら謀反人 とな り,信 徒 の長 ア リーの剣か ら逃れ て,太 陽の沈 む方

を流れている,ト ル コ人の言葉 ではIrti§suyと 言 われ ることで知 られ てお り,タ ジー

クの言 葉 ではAb-i　 Jarusと 呼 ばれ て い るそ の岸 に ま で逃 れた 。 そ こでHotan

[耳oton]の 民 とNogayの 民 とQara-Qipgaqか ら もユル トに組み入れ た。彼 らの間

で一つにな り,彼 らと共に住 んだ。彼 らは[真 の]宗 教を知 らず,す べて人形[=偶

像]を 崇拝す るタタール人である。 さて,汝 たちへ の指示であ る。彼 らをイス ラーム

に改宗 させ よ。受諾せずんぽ,大 いな る聖 戦をなせ,と 気高 き御指示が あった。

　か くして,上 述 の三百六十六人 の著名なる シャイ フた ちはすべて,御 命令はわれ ら

の頭上 に,と 言 って,著 名なる三百六十六人 の シャイフた ちはオルタ ・ユズなる草原

の地方 でSayban耳anの も とへや って来て,客 人 となった。彼[=ハン]も 亦彼 らの

事情を知 り,こ の聖者たちに協 力 して,千 七百 の勇士を武装 させ,大 いな る聖戦[な

るぞ]と 言 って,彼 らと共 に騎馬 し,イ ルテ ィシュ河のほ と りに下馬 して,大 いなる

聖戦,と 言 って大戦闘を行 った。

　嘗てイルテ ィシ ュ河の岸には三種の種族がいた。第一は ホ トンの民,第 二は ノガイ

の民・第三は カラ ・キ プチ ャク,第 四のTarban耳an[前 出 のタル ガン ・ハン の異体]

の逃 亡 した反逆者 たちは,彼 らと共 にユル トをな していた。 第五 はijtak[オ ス チ ャ

ク]の 民,[こ の 民]も 亦彼 らに援助 を与 え ,戦 った。 宗教 が同 じであ ったか らであ

る。 この上述 のシ ャイ フたちは,シ ャイバーン と力 を併せ勇敢な戦闘を行 った。数知
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れぬ不信者 とタタールた ちを滅ぼ した。イルテ ィシ ュ河の岸辺 では一年間[死 体のた

めに]水 が流れぬほ どであった。彼 らは戦 い,不 信者たちを地面 と等 しくした[=打

倒 した]。 しか し,彼 らの内,三 百人 の著名 なるシ ャイフたちの或 ものは陸 に,或 は

水に,或 は沼沢に倒れて殉教 した。

　 さて,タ ル ガン ・ハ ンの逃亡者たちは,戻 って ヒタイへ と逃れ た。 オスチ ャクの民

は森 へ と逃れた。 ホ トン,ノ ガイ,カ ラ ・キプチ ャクの民 の一部 は信仰を受け入れ,

一 部 には和平が与 え られた
。 しか し,和 平 を与 えられて も[?]ホ ー ジ ャたちの怒 り

に会 って,或 は弱 り或は気が狂 った。 また,恐 れて信仰を受け 入れた。 しか し,終 に

[信仰を]破 らなか った。オ スチ ャクは最後 まで不信者 であ り,信 仰か ら遠 ざけ られ

た ままであ った。

　 さて,シ ャイパ ーン ・ハ ンの千 四百四十八人 の勇士 たちは倒 れて殉教 した。[ハン

は]残 りの二百五十二人 の勇士 とともに草原地方 のオルタ ・ユズの民 のもとへ至 り,

シ ャイバ ーン ・ワ リー ・ハン と呼ばれた。聖者た ちと共に大 いなる聖戦を行 ったか ら

である。

　 さて,シ ャイ フたちの うち,三 百の著名 なる人 々が殉教 の位 を得た。そ して[残 り

の]六 十六人の著名人の うち三名が,ノ ガイ,ホ トン,カ ラ ・キプチ ャクの ムス リム

となった者たちに宗教の柱を教えて,そ こに留 まった。彼 らの子孫か ら,ト ボル,タ

ラ,テ ユメン,ト ムのホージャとシャイ フた ちが出た。六十三人の著名人たちは聖 な

るブハーラに来て,ホ ージャ ・バハ ー ・ワルハ ック ・ワッデ ィー ン狸下に状況を申 し

上げた。

　 その後,教 えが開かれ,道 が開かれ,イ ルテ ィシュ河のほ と りを キ ャラヴ ァンが渡

るようにな った。学者たち,ホ ージャたち,イ ーシャーン たちが宗教を教え るために

や って来始めた。そ の多 くは神の恩寵 の人 々ahl-i　karamatで あ った。

　 また聖 なる ブ・・一 ラか ら,19an耳waja　 Dawlat　 Sah　ibn　Sah`Abd　 a1-Wahhab　 a1-

Isbi6afi狙 下 が,こ のイルテ ィシ ュ河のほ と りか ら渡 って行 った。 カルマ クのユル ト

に入 り,カ ル マクの君主QUntUyjiを イ ス ラムに改宗 させ,戻 って きて このイルテ ィ

シュ河のほ と りで十七 の墓(astana)を 見顕 わ した(Zahir　 qlld1)。 多 くの信仰厚 い君

侯 たちがかれ に対 し悔い改めて,弟 子 となった。

　 その後,ホ ラズムか らSayh　 Iskandar　Mamlaniカ ミ来 て,九 つの墓を見顕わ した。先

の シャイ フたちの うちで・Sayり 　BirlとSayb　 Na4arの 弟,　Sayり　Sarfati　M下 は・この

地 で宗教を教 えるため に留 ま った者 の一人 である。[彼 は]十 二 の墓 を見顕わ し,兄

たちの足元 に葬 られた。
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　 さて,こ の系譜[こ の著作の ことをい う]に 言及 された三十九 の墓の うち,男 性,

女性,娘 の三十の墓 につ いて,こ の系譜 では,そ れぞれの名 と葬 られてい る場所 の名

とが記録 されている。

　第1番 。イルテ ィシュ河 のほ と りに横 たわ る聖者たち。船着 き場[iskaraを カ ター

ノブは固有名詞 として理解 してい る如 くである]で は,Ayqani§ayh猊下 。

　第2番 。同 じく船着 き場 のほ と りにSayh　 Biri。

　 第3番 。Na4ar。

　 第4番 。Sayり 　Sarfati。[以 上の]三 名は兄弟 であ り,　Zangi　Babaの 子孫 である。
　 　 　 　 　 　 　ン

　 第5番 。Masa　 Saybは,　 KU6a　 Yalan　 ec[葬 ら れ て い る。 彼 は]Imam・Malikの 子 孫

で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ワ

　 第6番 。 丘(qollar)に はYOsuf　 Sayh猊下 。　Aba・yasufの 子 孫 で あ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

　第7番 。Bay§ に はHaklm　 Sayh猊下 。　Imam　 Safi'1の 子 孫 であ る。

　第8番 。wagayの うちにはQasim　 Sayb　M下 。　Imam　 Abmadの 子 孫 であ る6

　 第9番 。$abraに は イルテ ィシュ河の右岸にAhmad`Aliきayh。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ン

　第10番 。左岸にDarwl9`Ali　 Sayh。　 　　　　　　　　　　　　　　 =

　 第11番 。Owatに はTUrsUn`Ali　 Sayh。

　 第12番 。Waξay河 の ほ と りのYnritm　 e■はDawlat`Ali§ayh。[以 上]四 人 は一人 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ン

父 親 の 息 子 た ち で あ り,Sayり 　Abu'1-Hasan耳irqaniの 子 孫 で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

　 第13番 。Tab～ ㎞diに はSayb　 Anjnan。 　Sayb　 Baba　 Ma6inの 子 孫 で あ る 。

　 第14番 。19in[イ シ ム 河]の 口,即 ちOIUg　 Baranの ア ウ ル に は,§ayり 　Biga6　 Ataの

墓。Biga6　 AtaはMawlawl　 Jamlの 子孫 であ る。彼の同行者は,3タ シュ離れた湖水

のほ とりに葬 られ ている。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

　 第15番 。Wagayに は,　 Sayb　 Bahram　 Sayb　 M下 。

　 第16番 。Wagayの ほ と りに はSayb　 Nazar猊下 。[第 十 五 と は]兄 弟 で あ り,

Sayyid　 Ataの 子 孫 で あ る。

　 第17番 。BlkatUnに はMir　 Kamal　 Sayh猊下 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ン

　第18番 。Qaragayに はH6j　 ay　Sayh。[彼 らは]兄 弟であ り,　Bahtl　Ataの 子 孫 であ

る。

　第19番 。LuOdkの 湖 にはNtif　 M下 。

　第20番 。Atyalに は`Araf狙 下 。[彼 らは]兄 弟であ り,　Sultan　Bayazidの 子 孫であ

る 。

　 第21番 。Borbarに はDawad　 Qandahari。 　Imam　 Ja`farの 子 孫 で あ る 。
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　第22番 。Qお のアウルには`Abd　 al-`Miz　 Sayb。

　 第23番 。Qanjbariに は`Abd　 al-Manaf　 Sayb。 二 人は兄弟 であ り,　Hakim　 Sulayman

の子 孫である。

　第24番 。Arumj　 inに はDawrtd　 SayU　M下 。　Imam　 Husaynの 子孫 である。

　第25番 。Karbinに は`Umar`Ali　 Sayb。

　 第26番 。Qaraξayの ユ ル トの高み,　Qlzll-Yarの 麓 のoba-BaqtarのKurnu§liの ア ウ

ルにKafa9`Ali　 Sayb。 二 人は兄弟 であ り`Umar　 al-Faraqの 子 孫である。

　第27番 。1§tamalに は`Aql　 Bibi。

　 第28番 。YUrOmに はHadija　 Bibi。

　 第29番 。Sayb　 MuSlih　 al-din　Karmanlは 二 人 の娘 と共 に聖戦を行 った。姉 の$aliha

Bibiは,　 sauriga6のJarblと い う渓谷 の うちで殉教 し,葬 られている。

　第30番 。妹の`Afifa　 Bibi　eX,　Wagayか ら出 る,　Agatの 渓谷 のなか で殉教 し,葬 ら

れ ている。 シャイ フ猊下 御 自身はすべての不信者 の ことどもを終 えられた後,QIZIm

に 向われ,Aq-hisarで ワ リーとな られた。

　 さて,こ こに言及された シャイ フた ちの妻たち,若 干 の娘たち,若 干の息子たち も

聖戦 に際 して加わ っていた。その故 に若干の場所には妻た ち,娘 たち,息 子たちの墓

がある。彼 らが母 と子 の聖者であ って も不思議ではないと言われている。

　 さて,こ の系譜 に言及 された三十 の幸 多 き墓 を,王 家の子孫,Ibn　 Yamin耳waja

　 　 彼 に神 の恩 寵あれか し一 と トボ ル と トムの アホ ン,`Abd　 al-Karim　 Qadi一

彼 に神 の恩寵あれか し一 がひ とつの系譜 に集め られた。上に述べた二人の聖者が見

顕わ した墓[に ついて記録 し?],ホ ラ ズムの町の人,マ ムラーニー ・シャイ フ ・イ

ス カン ダル狙下が見顕 わされた九つの墓 をここでは記録 しなか った。 それは,そ の固

有の別 の系譜が存在するか らであ る。 その九つ[の 墓 を]そ の系譜 に集め,シ ャイ フ

・イスカ ンダル狙下は トルキスタ ン[の 町か ら]送 られ た
。スルタン陛下　　彼 に神の

恩寵あれか し　 　の近臣,故Mir　 Sarlf耳wajaが そ の後[?]ト ボ ルの シャイ フた ち

に送 ったそ うで ある。 また この ように も言われてい る。即ち,サ イ ラムの町 の1§an

Y亘suf　Sayh猊下 が奇跡を現 しつつイルテ ィシュ河 のほ とりとシ ビルを旅行 して,十

の墓を見顕わ した と言 う。系譜 に集 めて,自 らの兄弟,`AIIm　 Saybに 託 して送 った

そ うである。 タラのユル トのアホン たちに[の み]秘 密の総 てが知 られ ていた。四十

九の墓が見顕わ されたが,こ のイルテ ィシュ河のほ と りには二百五十一 のシ ャイ フた

ちが依然 として隠れている。 さて また,か の上述の三人の聖者たち,イ ーシ ャーン ・

ダウラ ト・シャー ・ホ ージ ャ,イ ーシャー ン ・シャル ファテ ィー ・シャイフ,イ ーシ
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ヤーン ・イスヵ ンダル ・シャイ フ ・フ ワーラズ ミー ・マムラーニー狙下方 が見顕わ さ

れた三十 九の墓 の系譜を,お 知 らせ申す ため に聖 なるブハー ラへ送 った。聖 なるブハー

ラの長老たちは明か された秘密 につ いて熟慮 し,検 討確認 の うえ悔 い改めをな し,す

べて[の 墓]に 対 し護持す ることを命 じられた。 またこのよ うに命 じられた。謹 しめ

よ,謹 しめ よ,イ ルテ ィシュ河 か ら流れ出 る水[の 付近]で あれ,イ ルテ ィシュ本流

のほ と りであれ,ま た草原であれ粗略 にす ることな く護持せ よ。二百五 十一人 の著名

なるシャイ フたちは現れ ることな く隠れてい る。敬慶 なる男女,娘 たちは誰 にてもあ

れ,讃 むべ き神 に[か かわ る]秘 密 について思惟 する,[神 の]身 近 な奴隷 であれ。

また,[聖 者た ちが 自らの]状 況 につ いて御指示,御 開示を知 らせ られ るなら,粗 略

にす るこ となかれ。さもな くんぽ,シ ャイ フた ちの怒 りに触れ,自 身 も子孫 も不名誉

に覆われて,な が らえ得ぬぞ,と 命令 をな し,三 人の見顕わ した墓に印章を押 し,奴

を付けて送 られた とい う。そ して,高 貴 なる認可状 と恩沢 〔の書]を 送 られた とい う。

　 トボル郡uyaz[<rus.　 ujezd],イ ル テ ィシュのほ と り,カ ラガイの高地,キ ュムシ

ュ リのア ウル,オ パ ・バ クタルのKa館`AII　 Sayhの 墓 に[住 持す ることを]許 された

る奉仕者の名は,Bagay　 Sayb,そ の 息子Safar　 Sayb,そ の 息子たちはUra$　 Saybい ま一

人 はIr　 Samat　 Sayh,ウ ラス ・シャイ フの息子はRamadan　 Sayh,そ の 息子Aba'1-

Hasan　 Sayb,そ の息子Mubammad　 Sarlf　Sayb。

　 この伝承 の筆者 はSa`d　 Waqqas　 ibn　Rajab　 Mamat-Allah-qullov。(Katanov　 1904:

5-11)

　 興 味深い この資料 には,西 シベ リアのイ スラーム化 の過程が暗示 され ているといえ

よ う。 バハ ー ・ウッデ ィーン ・ナ クシ ュバ ン ドが この地方の異教徒(ポ トンは ジュン

ガル に よ り定 住 地 帯 か ら拉 致 され た トル コ語 を話 す 人 々で あ る と考 え られ る

(Samoilovih　 1915))に 対 して遠征を命 じた とい うのはもとよ り歴史的事実 ではない。

従 って ここに述べ られている殉教者 の リス トは,バ ビンガーに倣 って,「 敬凄なる嘘」

であるともいえ よう。 しか し,殉 教者 たちの墓が ブハー ラや ホラズ ム[ニ ヒヴァ]か

らや って来たス ーフィーら しき人物 たちに よって発見 された とい う記述 を疑 うには及

ばない。 ジ ュン ガルに関す る文言 があるこ とに鑑みれば,そ の発見は早 くとも17世 紀

の前半以上に遡 ることはあ るまい と思われ る。 ロシア人がい うところの 「ブハー ラ商

人」は早 くか らタラ,ト ボ リス ク,テ ユメ ン,ト ムス ク方面 に往来 していたが,18世

紀 の露清両 国の中央 アジアへの侵出に よ りキ ャラヴァン ・ルー トは以前 よ り安全 とな

り,ブ ハ ーラ方面 とシベ リアの交渉 は よ り頻繁 にな った(Forsyth　 1992:114)。 ス ー
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フィーたちの活動もこの情勢を背景にしたものであると考えられる。エイユーブの場

合がそ うであったように,異 教徒の土地に嘗ての聖戦において殉教 した聖者の墓が発

見されることほど,そ の地 と住民に対するイスラームの正当な権利を明確に証明する

に好都合なものががほかにあろうか。か くして,イ ルティシュ沿岸地方は,就 中,聖

者墓の発見によってイスラーム化されたといっても過言ではなかろう。

g.ハ ミの マ ザ ー ル

　 新彊 ウイグル 自治区のハ ミ市 に現存す る著名 なマザ ール三座,す なわちNar　 Ahan,

Ar§idln,　Gasの マザ ールは,い ずれ も19世 紀に発見 された ものである。

　 伝説 によれば,ヌ ール ・アホ ンは青海西寧 の人 であ り,ア ラビアで五年の学習 の後

ハ ミで布教す るために戻 ってきたが ,1592年,ハ ミを前に してモ ンゴル兵 に行 く手 を

遮 られ現 在の沁 城郷東廟爾 溝村で殉教 した とされてい る。200年 後 に第七代 のハ ミ王

Bagir(在 位1813-1866)は 人 を派遣 してそ の遺骨を探 し出 しマザールを建立 した とい

う。 アル シデ ィーンは1594年 に 同 じくモンゴル 兵 によ り殉教 させ られた中央 アジア出

身 の 宗教 指 導者 で あ る と され,そ の遺 骸 は第 九代 のハ ミ王 §ah　MaqsUd(在 位

1882-1930)の 時 代 にハ ミ北方 の天山山中に発見 され墓廟が営 まれた(恰 密 文物 志編

纂組1933:185-186)。

　 第三の ガースのマザ ールは今はハ ミ市 の大営門にあ るが,1939年 ま では星星峡に存

在 していた。『新彊 図志』 に 「(ハ ミ)城 東南五十里星星峡山麓に回紘墓有 り。纏回呼

びて麻札(マ ザール)と 為 す。 相伝す ら く,唐 の大将軍某回紘七 人を俘 え帰 るに,其

の一途に没 し此に葬 ると。屡 々霊異 を著す。土人醸金を為 して屋を建て其の聾 を覆 う」

と記 されてい るのがそれであ る。[新 彊図志;巻 八十七,古 跡]但 し,中 国の ムス リ

ム側の伝承 に よれぽ,ガ ースな る人物 は,始 めて中国にイス ラムを伝 えた とされ る預

言者 の母方 の叔父,Sa`d　 Waqqasの 同行者であ り,故 国への帰途 ここに没 した とされ

てい る。東 トルキス タン のチ ャガタイ語の文献 では,ワ ッカースの同行者`Asな る も

のが,中 国へ 至 る前 に死 亡 しマザ ール が建 て られた とも伝 え られ て い る(Mulla

Masa　 Sayraml:30b-31a)。 更 に前掲 のr恰 密文物志』に よれば,マ ザ ールを建立 した

のはハ ミ王であ った とい う。 とすれば これ ら三座 のマザ ールの発見,修 築 はすべ てハ

ミの王家に よってなされた ことになるが,そ の意図 と社会 的背景は必ず しも明 らか で

はない。 ガースのマザール の建造物は1939年,軍 隊の営舎を建設す るため取 り壊 され

たが,遺 骨は別 の場所に移 して埋葬 されていた。その後1945年 に 国民党軍 の指揮官の

支持 のもとにハ ミの回族に よって現在地 に移葬 されマザールが建立 され た とい う(吟
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密文物志編纂組1933:187)。

　 19世 紀 の東 トルキスタ ンにおけるマザ ールの発現/建 立の例 として,モ グー リス ター

ンのVays　 Han(1428年 没)を 挙げ る事が出来 る。 ヴァイス ・ハ ンはイ ッシ ク ・キ ョ

ルで殺害 されたが,1876年 に 至 ってイ リ渓谷の カシ ュ河の支流 ブル ガス ン川のほ と り

にその マザールが建設 された(伊 梨地 区地方志編纂委 員会1990:115)。 伝 え られ る

1876年 とい う年次が正 しいなら,マ ザ ールの建立は ロ渚ア軍のイ リ地方の占領 中に行

われた事 になる。現在 この地は地名 もマザール郷 といい,近 年 マザ ールの中国風 の建

造物の修復 も行われたが,そ の発現の経緯 は現地 での聞 き取 り調査 でも明 らかにはな

らなか った。

h.Terak　 MazarとSahid　 Ahmad

　ヴァイス ・ハンやイルティシュ地方の49人の聖者のマザールの発現が,実 際になん

らかの 「遺体」の発見に基づ くものであったか否か,疑 問なしとしない。ムハンマ ド

・シャリーフの例からも推察されるように,発 見は単に,或 地点に 「聖者が埋葬されて

いるとい う認識」の発見であった可能性も大きい。が,遺 体,殊 に殺害された者の遺

体が存在する場合には,こ れをマザールとして崇拝の対象にする例は現在もなお見受

けられる。次の二例は1991年 の調査に際 して聴取 したものであるが,残 念ながら筆者

自身は現地を見ることは出来なかった。

　東部天山北麓のバル コル(巴 里坤)カ ザフ族 自治県の北方の山地をモンゴル 語で

Mi6in　uulと い う。1954年 頃この地方を訪れた科学調査隊に地元のカザフ人から,こ

の山中に洞窟がありそこに一体の屍体があるとの情報がもたらされた。調査隊は現地

へ赴き,屍 体のぞぽにあった武器(後 の調査の結果,「モンゴル 時代」のものとされ

る)を 収容 し,洞 窟の入口を板で閉ざした。その後,カ ザフ人たちはこれを殉教者で

あるとして,テ レク・マザール即ちポプラの樹のマザールと呼び崇拝するようになっ

たとい う。バルコル県の文化担当者は,崇 拝が開始されたのは調査活動以後であると

強調 したが,次 のボロタラの場合に見るように,マ ザールとしての体裁を整える以前

にあっても,洞 窟の中の屍体に対して或種の宗教的心意が向けられていた可能性は否

定できない。

　ボロタラ ・モンゴル族 自治州温泉県のカザフスタン共和国との国境に近い山中にも

一つの洞窟がある。今から三十年程前,馬 泥棒を追跡 して逆に致命傷を負った男がこ

の洞窟に入って肘枕をしたままの格好で死亡 した。洞窟内の通風が良かったためか,

屍体は腐敗もせず髭が伸びさえした。カザフ人 とモンゴル 人はともにこの洞窟に参詣
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し,時 には屍体の伸びた髭を剃 りさえしたという。その後何時のことかは明かでない

が,回 族の一 アホンがやって来て,き ちんと祀 らなけれぽならぬといって,洞 窟の入

口に煉瓦を積み木製の扉を取 り付け,そ の上部にSahld　 Ahmadと ペンキで書き付け

た。その後,入 口が閉ざされたためか屍体は傷みだ したが,カ ザフ人は参詣を続けて

いる。但,モ ンゴル人は参詣 しなくなった。

　 この 「殉教者」の生前の名が果して本当にアフメットであったのか,更 には彼がカ

ザフだったのかモンゴルだったのか,一 切は不明である。確かなことは,一 人の職業

的宗教家が,人 里離れた山中の夏営地にまでやって来て,現 地の人々の自然発生的な

崇拝の対象をイスラームの枠組のなかに囲い込んだ ということであ り,こ の回族のア

ホンの活動には,ム ハンマ ド・シャリーフやイルティシュ河畔のマザール発見者たち

のそれを彷彿 させるものがある。

i.Mahm且d　 a1-Ka蓉 ξari

　上記の二例 は民間におげ るマザールの創祀 であるが,現 在の新彊 ではよ り公的 な レ

ベルにかかわ る,即 ち,自 治区政府 と共産党の公的 な承認 と助成を受ける 「発見 され

たマザ ール」 の例 も見受け られる。1)iwan　 tuξat　al-turkの 著 者Mubammad　 al。Kaggari

と9utadu8　 Biligの 著者YOsuf耳a§ §Hajibと い うカ ラハ ン朝の「二大文化人」のマザ ー

ルの発現 は,新 彊 では少なか らぬ反響を呼び起 こした。

　 カシ ュガルの西 南45キ ロメー トルのOpal村 に あ るHazriti　 Mollam〈Hadrat-i

Mollamの マ ザールが,実 は マフムー ド・カーシュガ リーのマザールに外な らぬ こと

を最終的に,し か も 「科学的に」確定 したのは,ウ ルムチで発行 されている現代 ウイ

グル語の雑誌Tarimの1984年3号 に掲載 されたIbrahim　 Mut'iy,　 Mirsultan　 Osmanov

両 氏 の 「メフム ト・ケシュケ リの故郷,生 涯 と墓所について」と題す る論文 である(筆

者 は 売 の雑 誌 を 入手 す る こ とが 出来 なか った た め,ア ル マ ー タで 刊行 され た

Issledovanija　 l　988に キ リル文字 ウイ グル語に翻字 して収録 された ものを利用 した)。

このかな り長文 の論文は,カ ラハン 朝の トル コ語 の音韻変化に関する専門的な議論 が

あるか と思 うと,一 方では当のマフムー ド・カーシ ュガ リーのマザールに関す る議論

に先だ って,い きな りその母 と母方 の祖父,さ らには弟子たちのマザールが存在 して

いると述べ られ るなど,い ささか錯綜 していて,一 読 内容を理解することは困難 であ

る。が,以 下筆者 な りに読 み釈いてみたい。

　両氏の この論文を見 ると,す べては三つの地名か ら始 まった と思われ る。即 ち,マ

フムー ド・カーシ ュガ リーの 『辞典』 には,ismu　 qaryati　lana(我 々 の村 の名)と
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記 され た地 名が二 つ,即 ちAbul(Atalay　 1941:49)とAdig(Atalay　 1941:44),

ismu　mawdi・i　lana(我 々の所 の名)と 注 された もの,即 ちQasi(Atalay　 l941:544)

が現 れ る。その二つの村 の名 の うち,従 来Abulと 読 まれ て来た語は,　ba'の 上 に書

かれているデ ィア ク リテ ィック ・サインdammaを'alifに 付 けてUbal即 ちOpalと

読 まれねぽな らない,と い うのが著者 たちの発 明の議論 であ り,こ れに基づ いて著者

た ちは1982年12月18日 ～19日 の間に オパルを調査 し,早 くも同 じ月の30日 には,ヘ ズ

リテ ィ ・モ ッラムのマザールがマフムー ド・カーシ ュガ リーのマザールである ことに

関す る報告書を,自 治区の関係機関 とカシュガルの行政公署 に提 出 してい る。一週間

後 の1月6日,カ シュガルにお いて,「 ウラマ ー,知 識分子 の代表,関 係者」 を集 め

た座談会が開催 され,著 者たちは 「大衆的な世論 を聴取す る」 とともに 「この問題 に

関 して新たに多 くの人 々の注意を喚起 し」た。その結果,後 述す る百五十年前 の ワク

フ ・ナ ーマなる ものが,「 カシュガルの著名 な ウラマーの一人」Imin　 Hasan　 Qazi師

か ら提供 され るに至 った。「この証拠は,我 々が 口頭資料に基づ いて書いた第一次報

告書において提 出 した見方が正 しか った ことを確証 した。 それ故,我 々は完全な確信

に至 り,第 二次報告の作成 を完了 し,こ れを1983年4月 に新彊社会科学院の学 術委員

会 の拡 大集会に提 出 した」(Issledovaniia　 1988:141-142)。 こ の論文 が この第二次報

告 そのもの,す くな くともそれ に基づ くものであ ることは疑いない。

　 著者たちの主要 な論点は,地 名,ヘ ズ リテ ィ ・モ ッラムのシャイ フたちか らの聞 き

取 り調査,ヘ ズ リテ ィ ・モ ッラムの タズキ ラ,ワ クフ ・ナーマの四つである。

　 地名の うちのAdi9に つ いては,オ パルの西北の郷m的alla〈maballaの 名 である と

され るが,「 アズ ィク郷 の92歳 のダ ウ ト・ズ ヌン が彼 の父か ら聞 き伝 えて語 った とこ

ろ に よると,こ の郷 の元 の名 は アズ ィクであ り_」 な どとい う記述 か らは,現 にア

ズ ィクとい う名 の郷が存在す るのか否か,些 か分 明ではない。 しか し 「今か ら五十年

前 までは人々はアズ ィクとい う名も同様に使用 していた」とい う文章 も見 られ るか ら,

少 な くとも現行 の地 名ではな さそ うであ る。 また 「Qasiは アズ ィク郷に隣接す る地

名 で あ り,現 在 この単語 のs音 に音韻変 化が生 じ,こ の場所 を流れ る運河 はQa6i

6stangと よばれてい る」 そ うである。か くして,「 マフムー ド・カー シュガ リーの故

郷は カシュガル,カ シュガルのオパル村,オ パル村 のアズィク郷」 とい う断定が下 さ

れ ることになる。

　 著者たちは,ヘ ズ リテ ィ ・モ ッラム ・マザ ールの シャイフたちが先祖代 々その地位

を世襲 して きた と認め[但,彼 らが提示 しえた文書 の証拠 は,一 時的に横領 されてい

た シャイフ職 の返還 を命 じる1942年12月12日 付 けのオパルのシ ャリーア法廷 の判決文
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のみ である],彼 らの証言を信頼に値 す るとみな してい る。 シャイ フたちに よる と,

マ ザ ール に埋 葬 され て い る人 物 の フル ネ ー ム は ,Hazriti　 Mawlam§amsiddin

Mahmudiye　 ibn　Hifsaynと い い,「 アラブ,ペ ルシ ャ,ト ル コ,　Romaniy語[?]の

如 き8-9の 言 語 を知 っていたそ うで,イ ラ ン,イ ラク方面 で学問 を学び,マ ドラサ

の教授であった。その生涯 の終 りに,私 は故郷 に帰 ろ う,と 言 ってこの地に戻 って き

て,こ のマザ ールの傍 らのマ ドラサ(即 ち,Madrisai　 Mtihmudiya)で 教 授 とな り,

四 方 に学 問を広 め,戻 って きて八年後,九 十 七才 で死去 した」(Issledovaniia　 l988:

147)　 とし・う。

　 ヘズ リテ ィ ・モ ッラムのタズキ ラのひ とつ は,ヤ ークーブ ・ベグの時代に持 ち去 ら

れ,も うひ とつは オパルのMuhammat　 Consaな る人物が保持 していたが1950年 か ら

後に人手か ら人手へ と渡 り紛 失 した とい う。但,著 者たちに よれば,「 このタズキ ラ

は我々の手 中に ない とはいえ,そ の時代 にマザールに参詣 に来た人 々の間で常 に読 ま

れていたか ら,多 くの人 々に記憶 されている」 とい う。 マ フムー ド・カー シュガ リー

の 「母 のマザ ール」の シャイ フで,著 者た ちの調査当時九十三才 とい う老人 を始め と

す る人 々の記憶 に よれぽ,タ ズキ ラには,マ ザ ールに埋葬 されてい る人物 の名は,

Hazriti　Mawlam　 Samsiddin　 Mahmut　 ibn　HUsaynで あ り,彼 が アズ ィク郷 で うまれ た

こと,ハン の子孫 であった ことが述べ られていた とい う。著者たちは,0.Pritsakの

業 績・就 中・ マ フムー ドが カラハ ン朝 のYasuf　 Qadir耳anの 孫 であ るHusain　 b.

Muhammadの 息 子 であった ことを明かに したMahmud　 Ka§gari　Kimdirと 題 され た

論考を全面 的に利用 してい るが,プ リツ ァークに よ りマフムー ドが国を離れた原因 で

あった と想定 され たカ ラハン 朝 の内訂について タズキ ラが沈黙 しているのは,こ の悲

劇 的事 件 へ の言 及 を慮 ったた め で あろ うと し,タ ズ キ ラに はた だ マ フ ムー ドが

「Muq道 」 を経 由 して外国へ いった と記 されていた,と 述べている(著 者 たちは,こ

の記憶 され ているタズキ ラの内容すべてを紹 介 しているのではない。論文の冒頭 で「我

々が今回の調査 に よって入手 した資料を公表 す るに際 し,そ れ らの核心のみを利用 し,

殻 は捨て去 った。 また,問 題 にかかわ る一部 の伝承 の うち何世紀 もの間に付加 されて

きた若干 の伝説的外套を削除 した」 と宣 言 され ている。 もし仮 にマザ ールに まつわ る

奇跡諏が含 まれ ていた として も,そ うした ものは予め排除 され ている)。

　 問題 の ワクフ ・ナーマ とは,元 来ヘズ リテ ィ ・モ ッラムのマザールに付設 され てい

た といわれ る図書館に所蔵 され ていた とされ る一冊の書物 の余 白のペ ージに,そ の書

物 をマザールの ワクフとす る旨が記 され た もので,1252年 ラジ ャブ月14日(1836年10

月25日)の 日付を もっている。論文には現物 の写真 と現代 ウイグル語訳 が掲げ られ て
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いる。写真には判読 の困難な箇所 もあるが,寄 進者 の名はMolla　 $adiq　A`lam・ibn・Sah

A`lam　 Ahand,寄 進 先 は,「 カ ー シ ュガ ル地 方,　 Oyfalの も と_」 のHadrat-i

Mawlam　 Sams　 al-din　Husayn　 $ahib　Qalam　 Mahmad　 al-Ka99ariの マ ザールとあ り,19

世 紀 前半 の著名 な詩人や ウラマーが証人 として名 を連ねている。但,本 文 も証人の名

も同 じ筆跡で書かれて お り,当 人たちの 自署では ない。1983年5月,「 自治区 と中央

の特別学術機関 の援助の下」 この ワクフ ・ナーマの調査が行われ,そ の用紙 もイン ク

も百年 以上 前の真正 のものであることが確証 され た,と い う。 マフムー ド・アルカー

シュガ リーとい う名 がはっき りと記 されてい るこの資料は,著 者た ちの主張 の動 かぬ

証拠 とな った。

　 以上四点を検討 した結果,著 者た ちが到達 した結論 は次 ぎの通 りである。長文 では

あるが全文を引用す る。

1)マ フムー ド ・カーシュガ リーは オパルのアズ ィク郷で誕 生 した。

2)彼 は,父 方 ではカ ラハ ン朝 の出身 であ り,ユ ースフ ・カ ドゥル ・ハ ンの息子であ

った ム ハン マ ドの孫 であ る。 母 方 で は ア ズ ィ ク郷 出身 の知識 人 耳oja　saypidin

Buzrukwarの 娘,　BUbi　Rabiyaの 息子 である。

3)彼 は初等教育をオパルの家庭で,高 等教育を カシュガルでHusayn　 Halaf　 Qa§igari

[<a1-Zahid　 al-Husayn　 b.耳alaf　 al-Ka99ariこ の人物は,『 辞典』 で言及 され ている〕

の如 き人物 か ら受けた。

4)彼 が外 国へ出かけたのは,彼 のタズキ ラの 「ヒジュラ暦450年 か ら始めて,学 問の

光 りで世界を照 らした とい う」言辞 によれば,西 暦1058年 ～1059年 とい うことになる。

したが って,プ リツ ァークの推 測に よれぽ,ム ハ ンマ ド・ビン ・ユース フは西暦991

年 ～999年,フ サイン ・ビン ・ムハ ンマ ドは1010年 ～1019年 に 生 まれた と言 われてい

るか ら,そ の年代 につ いては甚だ正確 ではないけれ ども,マ フムー ド・カーシ ュガ リー

は恐 らく西暦1028年 か ら1037年 の間に生 まれ た と推測す ることが 出来 る。即 ち,彼 が

上に述 べた悲劇的事件の後外国へ 出た ときは,彼 が20乃 至29歳 の時に当 る。我 々の考

えでは,29歳 の 時 とい うのは常識 にも合致す る。 何故なら彼は十数年の間,ト ル コ語

を話す諸部 族を求め歩 き,材 料を集め,そ れか らか らこの作品の著述に取 り掛 か った

か らである。 『辞典』 に述べ られてい ることか ら以下の ことが知 られる。す なわち,

彼 は先ずKitab　 jawahir　al-naりw　mugat　 al-turk[ト ル コ諸語 の文法に関する宝石]を,

そ の後 この 『辞典』を書いた。そ うであるか らには,『 辞典』を書いた ころは彼はほ

ぼ50歳 位 であ ったであろ う。 これは彼 が,『 辞典』は我が命を終 りに至 らせた と述づ
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ていることと基本的に合致す る。

5)マ フムー ド ・カーシ ュガ リーが何 時バ グダー ドへ行ったか は知 られていないが,

彼 はバ グダー ドに留 まった のではない。彼のタズキラや民衆 の 口頭伝承に よれぽ,彼

は89歳 の時戻 ってきてオパルで8年 間教育を行 って周囲に学問 を広め,97歳 で死去 し

た。彼 の死か らお よそ900年 に近 い年 月が経 っているにもかかわ らず,民 衆 は彼 を伝

統的に 「学問を司 る聖者」 として敬い続けている。

　彼が何時戻 って きたか とい うことについては,民 衆 の伝承 では,バ グダー ドへ特別

に商売のキ ャラヴ ァンが派遣 され,キ ャラヴァンは ム ク道 を通 ってら くだの背に台を

置 きそ こに座 らせて,悪 い場所では人 々が背負 って来た と言われ てい る。

　歴史的事情を見 ると,西 暦1102年 ～1103年 に フサイン ・ビン ・ムハ ンマ ドの孫 の世

代のハサン ・ビン ・ス ライマ ンの息子ア フマ ド・ビン ・ハサン が アルスラン ハ ンの玉

座に即 き,1105年 に マ フムー ド・ビン ・アブ ドゥル ジャ リール ・カーシュガ リーの指

揮の もとにバ グダー ドへ使節団を派遣 した。 カラハ ン朝の歴史において,こ の時代は

子孫たちの間の争いが終結 し,あ る程度平和的,友 好 的な支配が行われた時代であっ

たか ら,彼 が こ うした状況の下で戻 ってきた ことは歴 史的事情に合致す る。 従 って我

々は,マ フムー ドが人民が送 った商人のキ ャラヴ ァンに よってか,そ れ ともバ グダー

ドへ派遣 された使節 団に よってか,[い ずれの方法 に より]戻 って きたか に関 しては,

等 しく二つの可能性を排除 しない。 もし,彼 が97歳 で 死去 した とい う伝承が正 しけれ

ぽ,上 での我 々の推測に基づ くと,か れ の死去は1126年 に 当る。

6)オ パルのヘ ズ リティ ・モ ッラム ・マザ ールは真実 マフム ド・カーシュガ リーのマ

ザ ールであ る。新彊 ウイ グル 自治区文化庁文物 管理所,カ シュガル地区文物管理所考

古学 グループがオパルで実行 した特別調査か ら導 かれ た結論は,我 々の この観点 の正

しさを証 明した。

7)問 題がか く明かに された ことは,我 々の党の第12回 大会の輝 か しい路線の領導の

下に,学 術,科 学分野で勝ち取 られた我 々の偉大 な勝利 の一つであ る。 これは学術世

界に対す る新 たな吉報であ ると同時に,マ フムー ド・カーシュガ リーの祖国,故 郷に

関 して意図的 に歪 曲 して公表 された観点に対 する事実 をもってす る回答 であ る。1983

年12月22日,ウ ルムチn

　著者たちの結論の うち,下線を付した部分のみが従来から知られていた事柄である。

それ以外はすべて著者たちの発明の議論であるが,そ の基づくところは,地 名の問題

を別にすれば,マ ザールのシャィフたちの記憶,老 人たちの記憶に留められているタ
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ズキラ,書 物の余白に記されたワクフ ・ナーマである。が,本 稿の目的は,こ れらの

資料の証拠能力を上げつらうところにではなく,聖 者からのピシャーラによるマザー

ルの発現という観念が,す くなくとも公的なレベルでは受け入れられ難 くなった現代

の状況において,聖 者墓は如何に して発見されるか,そ の実例を示すことにある。マ

フムー ド・カーシュガリーのマザールの場合,公 的範疇における聖者墓の発見謳は,

宗教から科学の領域へと移されたのであ り,そ の意味で,ム ティ,ウ スマノフ両氏の

論文は,現 代的,科 学的に装い直した新たなタズキラと言えるかも知れない。

　 ところで,こ の両氏の論文 とは全 く異なる発見潭が存在 していることを付言 してお

かねぽならない。 自治区旅游局が発行 している雑誌 『締路游』六号に掲載された魏大

林という署名のある記事によれば,マ フムー ドの墓の発見者はオパル村の90歳 の学者,

クルバン・ポジャという人物だそ うである。彼は多くのアラブ文献を読み,マ フムー

ドの伝記を書 くことを志 していたが,20年 前からマフムー ドの墓を捜してカシュガル

付近の大小のマザールを巡っていた。彼は,オ パルの聖者墓の外形と周囲の歴史遺跡

からみて,マ フムー ドの墓である可能性があると考え,熟 慮の後にみずからの推測を

考古工作者に伝えた。調査の結果,果 して墓室の梁の上に,ア ラブ語でかかれた12世

紀の図案が発見され,ク ルバン ・ポジャの推測は証明されたとい う(魏n.d.:42)。

憶測を逞しくするならぽ,或 は現地に聖者墓発見の機運が先ず現れ,新 彊の学術権威

であるムティ,オ スマノブ両氏の論文はその動 きを追認するためのものであったのか

も知れない。いずれにしても,聖 者墓が発現 して参詣人が増加するにつれ,オ パルの

村人はrlO日 に1度 バザールを開く習慣を一変させ,旅 籠,食 堂,ロ バ車の運輸を開

業 し,オ パル村は追々裕福になってきた」(魏n.d.:42)現 代においてもなお,い や

現代においては一層 と言 うべきか,聖 者墓の崇拝は社会的,経 済的現象でもあ り続け

ている。

」.　Ytisuf耳ass　 Hajib

　 現 在 「クタ ドゥグ ・ビ リグ」 の作者ユース フ ・バース ・ハージブのものである とさ

れ てい るマザールは,実 は,従 来 カラ・・ン朝 のYusuf　 Qadir　Hanの マザ ール(こ のマ

ザールについては,先 に引用 したマ フムー ド・シ ャリーフのタズキラに も言及があ る)

と呼ぽれて来た ものに外な らない。この点は新彊において も問題 にされた形跡があ り,

近 年 にな って よ うや く 「動 かぬ証拠 」が提 出され るに至 った。即 ち,Ibrahim　 Sabit

氏 の 「ユース フ ・バース ・ハ ージプの墓所に関す る歴史的証拠」 と題された論文であ

る(Sabit　 1992)。
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　 この論文の冒頭においてサ ビ ト氏は,先 ず 以下の ように言 う。「ウイグル民族 の11

世 紀における偉大 な思想家詩人 ユース フ ・バース ・ハ ージブの墓所が カシュガル市の

Askihisarの 旧城 の北に位置す るPaynap村 に 属するAltunluqに あ ることは,歴 史以

来明かである。 これは毛一筋 の疑い も容れ る余地のない事実 であ る。然るに,近 年 以

来若干の人 々は,こ の墓所は ユース フ ・バース ・ハ ージブのではな く,ユ ースフ ・カ

ドゥル ・ハン ・ガージー ・パデ ィシャーのものであ る,と か,ユ ース フ ・バース ・ハ ー

ジブはBilad　 Sagun[Balasagun]の 人 であったか ら,そ の墓所 も ビラ ド・サグンにあ

るに相違 ない,と い う議論を行 って大衆 の間に若干の混乱 した観点を作 り出 した。遺

憾なが ら,こ れ らの人々は この よ うな根拠を欠いた議論を行 いなが らも,今 日に至 る

までユ ースフ ・バース ・ハージブの墓所 の場所について如何 なる事実 の根拠 をも示 し

ていない。 ここに,こ れ らの議論の誤 りを証明す る。」

　サ ビ ト氏によれば,カ シュガル地区の文物管理所 は三 ヶ月にわた って調査 を行い,

報 告を受けた 自治区の関係す る指導者 たちは,専 門家 を集めて収集 された資料を調査

させた。 その結果 これ らの資料が真正 のものであ ることが確認 された とい う。その結

果,「 ユース フ …　 一ス ・ハージ ブが ヒジ ュラ暦410[西 暦1019-1020コ 年 に ビラ ド・

サ グンで生 まれ,ヒ ジュラ暦478[西 暦1085-1086]年 に カシ ュガルで死去 した こと,

そ の遺体 は先ず カシュガルの町を西北か ら東南へ と横切 って流れ るTtiman川 の 東岸

のD61at-baξ 村 に属するBarigahと い う場所 に埋葬 された こと,ヒ ジュラ暦514[西

暦1120-1121]年 に その場所 か ら現在 のアル トゥンル クへ移 して埋葬 された ことに関

す る極 めて数多 くの事実が」確認 されるに至 った。 サ ビ ト氏の この論文 では 「それ ら

の事実の うち,19世 紀 のものである二つ の証拠 」が,そ の写真 と共 に紹介 されてい る

(写 真は,こ の論文が掲載 された雑誌Bulaqの1992年3号(通 刊40号)の 表裏 の表

紙裏のページに載せ られてい る)。

　論文 の著者が上げ る第一の証拠は,「 歴史家,法 学者,詩 人」 であ ったEmir・Hasan

Qazi　Hajim(1900-1985)1,こ よ って1985年 に カシ ュガル地区文 物管理所 に提供 され た

とされ る,19世 紀 カシュガルの詩人Mh耳usayn　 Sab亘rlの 著 書Bahr　 at-an　Sabの 一 写

本(長 さ8.2m,幅26　 cmの 巻 子 本 とされ る)の 末尾 に,詩 人 の弟子Muhammad

sa'im$rtfi　 Allahyarな る人物に よって加筆 された二つの文章 である。そ の内の一つ

は,や や怪 しげなペルシャ語で記 されてい るので,原 文の翻字 も示す ことにす る。

Az  [sic.]  Iladrat-i  Ytisuf  Wass  klajib dar sana  aandr  sad  haftdd  hagt-i hijriyya  wafät 

 Buda qabr-i vay  gamdli kuhna  hisar dar zamin  Fay-db  madfan  gud  [sic.] ast  songra
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 Yfisuf Qadir  Han wa  Yfisuf QDR Han  madkÜr  at tan qabr-i  Yusuf  I-jass  Hajibra pay-

vand [sic.] dafn  Sud [sic.] ast  amin man  Sayh  du`a-giiy Muhammad  Salm  Sidi 

Allahyar  subh  ft  Sam balki  `ala'd-dawam  mazar-i  madkfir-i sa tan buzurgwar  ruh bar 

 futfih  du`a-i  qur'an mikunam

ユ ー ス フ ・バ ー ス ・ハ ー ジ ブ猊下 は478年 に 死 去 し,彼 の墓 は ク フ ナ ・ ピサ ー ル の 北 ,

パ ー イ ア ー ブ[サ ビ ト氏 に よれ ぽ ,現 在 の パ イ ナ プ の 元 の 形]の 地 に 埋 葬 さ れ た 。ン

ノ ノ チ[原 文 は トル コ語],ユ ー ス フ ・カ ド ゥ ル ・ハ ン と ユ ー ス フ ・QDR・ ハ ン[サ

ビ ト氏 は これ をQidirと 読 む],[こ の]名 を 上 げ た 二 人 が,ユ ー ス フ ・バ ー ス ・ハ ー

ジ ブ の 墓 に 一 緒 に し て 埋 葬 さ れ た 。 ア ー メ ン。 私,シ ャ イ フ,祈 薦 者,ム ハ ンマ ド ・

サ ー イ ム ・ス ー フ ィ ー ・ア ッ ラ ー フ ヤ ー ル は,日 夜 絶 え 間 な く,上 述 の 三 人 の 聖 者 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

々 ザ ール[に 対 し],勝 利 に満ちた霊魂[に 向 って]コ ーランの祈薦を行 っている
。

　第二のチャガタイ語の文章は,こ のペルシャ語の文章が何故に書 き加えられたかを

説明するものである。

文筆 家,わ が師 匠,ム ッラー ・ミール ・フサイ ン ・サ ブ ー リー睨下 が この上 述 の

Bahr-」　4nsaf[sic.]を 書 き完成 した際に,師 匠,故 サブー リーは,こ のパ フ リ ・アン

サ ーフの最後 に,ユ ースフ ・バース ・ハ ージブの墓 を[マ マ]貴 顕た ち(9arlflar)

が ク フナ ・ヒサ ールの北 のパ ーイ アー ブの地にある とい うことを発見 して[発 見 した

ことを,と い うつ も りか],書 いて[彼 の著作を]完 成 させる ことを,某 に遺言 され

たが故 に,私 は,わ が師匠,故 ミール ・フサイ ン ・サプー リーの遺言 に従い,ユ ース

フ ・バース ・ハージブの埋葬地を このパ フル ・アルア ンサーフに加 えて書いて,す べ

ての ムス リムの子孫 たちテ ユル クの人 民(TUrUk　 balqlar)に 対 し記憶 とした。 カ ー

デ ィー ・ムハ ンマ ド・サーイム ・スー フィー ・ア ッラフヤール。

　先 に見たサ ビ ト氏の言にあ るように,ユ ース フ ・バース ・ハージブの遺骸が他 の場

所 か ら現在のパイナ プへ移 されたのであ るな ら,こ れは珍 しい移送 の例であ るが,上

のペルシャ語の記述にみる限 りでは,後 か ら合葬 されたのはむ しろ 「二人の」ユース

フ ・ハ ンとい うことになろ う。19世 紀の もの とされ る文章の うちに ,「 テ ユル クの人

民」 とい うことぽを見いだすのはまこ とに新鮮 な驚 きであ り,も し真正な らば,こ れ

は東 トルキ スタン におけ る民族意識形成の時期 につ いての従来 の見方に変更を迫 る も
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の と言わ ねぽ ならない。

　サ ピ ト氏に よって提出 された証拠の第二は,第 一の証拠 と同 じくエ ミール ・ヘセン

・カーデ ィーか ら1984年 に カシュガル地区文物管理所に提供 された とい うコーラン の一

写本 の余 白への書 き込みであ る。 この写本は全部で726ペ ー ジ,書 き込みが あるのは

723ペ ー ジ目で ある とされてい る(写 真 に よれば,こ のペ ージには107章 の最 初か ら

110章2節 までが含 まれ ている)。

この一文 は[以 下の]出 来事 を記録す るものである。即 ち,Wang　 Zuhur　 al-din気 高

きハ ーキム殿下が,某 卑 小なるダル ヴィシュに,カ シュガルの要塞の建設の吉凶につ

いて夢占いをお命 じにな ったが故に,私 は,筆 の主,パ ーデ ィシャー ・ユ ース フ ・バー

ス ・ハージブ猊下 の聖 な るマザール,墓 所 へ赴 き十一 日参籠 して占った。 カ シュガル

の要塞の修理 の吉凶についての夢 占い[に 対 し]ビ シャーラがあ った。 また,要 塞 の

建設の よろ しき結果に対 して[も]お 許 しがあ った。 この夢 を気高 きハ ーキ ム殿下 に

言上 した。その故にス ーフィーに して支配者た る(dlwana　 gahana)ハ ー キム殿下 か

ら,こ の聖な る御言葉[ニ コーラン]を 某に御下賜な された。有難 し。某,祈 薦 の主,

Ni`mat　 Allah　Ka§gari,わ が 印を押 した。 ヒジュラ暦1253[西 暦1837-1838]

　 ズ フール ッデ ィーンは,い わゆ るジ ャハ ーン ギールの 「反乱」 の後,長 ら くカシュ

ガルのハーキム ・ベ クであ った人物 であ る(Fletcher　 1978:371-372)。 他 の史料 にも,

彼 が1838年 に,ジ ャハ ーン ギールに よって破壊された元 の満城(Gul-bagと 呼 ぽれ て 昌

いた)に 代 えて,カ シュガルの町 の5マ イル南,キ ズ ィル川の右岸に近い場所 に清朝

駐屯軍のための要塞を建設 した ことが見えてお り(Forsyth　 l　875:40),上 に 引用 した

築城の記述 はこれ と完全に合致す る。 ユース フ ・バース ・ハ ージブが要塞の建設 に対

して ビシャーラを与え る聖者 と見な されていたとい う点 も大変 に興味深い。 「正 しく,

この二つ の証拠は,単 にユース フ ・バース ・ハージブのマザ ールの場所 とその没年 を

証明する資料 であ るに留 まらず,同 時に人々がユース フ ・バース ・ハ ージブのマザー

ルに対 して持 っていた信仰 と,19世 紀 に生 きたエ ミール ・フセイン ・セブー リー,カ ー

ジー ・ムヘ ンメ ト・サ ーイム ・スーフ ィー ・ア ッラーフヤール,ズ フー リッデ ィーン

・ヘキムベグ
,ネ メ トゥッラー ・カーシュガ リーな どの歴史的人物 の活動を明かにする

上で も一 定の参考価値 を有す る重要 な証拠である と考 えられ る。」 と,サ ビ ト氏は結

んでいる。

　先のムテ ィ,オ スマ ノブ両氏の論文 とこのサ ビ ト氏の論文 を読み比べる と,あ る微
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妙 な相違が存在 していることに気づかれ る。即 ち,前 者では,ワ クフ ・ナ ーマを除 い

て 口頭の資料 に依 らねば ならなか ったため,ヘ ズ リティ ・モ ッラムがマ フムー ド・

カーシ ュガ リーであ るこ とを認定する作業 の多 くの部分が著者 たち自身に委ね られ る

ことになった。著者 たちの努力に もかかわ らず,マ フムー ドの カシュガルへの帰還の

事実 をい うものが記憶 にのみ残 されているタズキラだけであるのは,如 何 に も苦 しい

と言わねぽな らない。ところが,サ ビ ト氏の論文 では,著 者は事実の認定者 ではな く,

19世 紀 の先人が ユース フのマザ ールの地 点 と没年 を知 っていた とい う事実の報告者 で

あるに留 まってお り,そ れだけに一層論 旨明解 である。一方,一 見 して明 白な共通点

も存在す る。それは,前 者 の ワクフ ・ナーマ も後者 の二点の証拠 も,と もに写 本の余

白のページやペ ージの余 白,も しくは巻子本 の末尾に加筆 された ものであ り,し か も

同一 の人物イ ミール(若 しくはイ ミーン)・ ヘセン ・カージーか ら提供 され た とい う

事実 である。 これが意味す るものは何か,筆 者 は決 して不遜 な想像 を逞 しくす るもの

ではないが,こ の事 実には留意 してお く必要が あると思われる。

4.現 代 史 とマザ ール 結びに代えて

　現在新彊の各地 で,こ れ以外に も若干 のマザ ールの発見 が報 じられている。例えば,

サ イラムでは 乃 竹 一々'α〃miyyaの 著 者Mulla　 MUsa　 Sayrami,ウ シ ュでは19世 紀 の歴史

叙事詩Zafar-namaの 著 者Mulla　 sakirの 墓 所 が確認 され,さ らにヤル カン ドでは,

モ グー リス ターン の アプ ド・アル ラシー ド・ハ ンの妻 で女流詩人 で音楽家 のArnan-

nisaの マザ ールの建設が計画 され,1992年8月 当時の 自治区主席 テムル ・ダワメ トの

出席 の も と盛大 に落成 式が 行わ れた。 筆者 の知 る限 りでは,彼 女 の名 は1981年 に

Tawarjb-i〃lusiqiyyanが 公 刊 され るまでは如何 な る史料 か らも知 られ ていなか った

が,そ の後彼女の 「子孫」か らマザ ール建設 の要請が 自治区政府 に対 して出され,政

府 はこれ に応 じて専 門家 の調査団を派遣 した。調査団はモ グー リスターンのハ ンたち

の墓所 であるアル トゥンの地下の墓室へ入 り,30体 以 上 もの遺骸が並んでいる中か ら

「30台 の出産経験 のある女性」を選び出 しそれ をアマン ニサー と認定 した とい う。

　 ところでこ うしたマザ ール ・ブームとで も呼 び得 る現象の背景 をなす ものは何 であ

ろ うか。その背景には少 な くとも三つの レベルがが考え られ る。

　 その遠景をなすのは,既 に見て来た通 り,東 トルキスタンのムス リム住民 の心意に

深 く根差 してい る,聖 者(墓)崇 拝,就 中,聖 者 の墓は発現す るべ くして発現す る と

い う観念 である。そ して,中 景 とい うべ きは,現 代におけ るウイ グル人の民族 的アイ
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デ ンテ ィティーの発見 ・確立を 目指す動 きであ り,近 景は1982年 以 降の中国,特 に新

彊 の政治的状況である。

　 周知 の如 くイス ラム化が進展 して後 の東 トルキス タンのオアシス住民は,異 教徒に

対 してはムス リム,東 トルキスタン の外か らの人 間に対 してはyerlik(土 地 者)と 自

称す るのみであ り,カ シ ュガルル ク,ト ゥル ファンル クといった個 々のオア シスへの

帰属 を示す名称以外のよ り包括的な民族名称は存在 していなか った。事柄 は同時代の

西 トルキスタン におけると同様である。19世 紀末以来,近 代的,即 ち西欧文 明の存在

を意識 した上 で の,民 族意識 の覚醒が見 られたが(こ の問題 につ いては,Hamada

1990aを 参 照),1921年 ア ルマータにおける東 トルキス タ ンか らの移住者の会議にお

いて,ト ル コ学者S.E.マ ローフの提案 に基づ きウイ グル とい う民族名称 が復活 され

(Kononov　 1972:230),1935年 に は新彊 でも公式 に使用 され た(包 爾漢1983:244)

こ とは,後 のこの地域における民族意識の有 り様 に大 きな影響を及ぼす こ とにな った。

　現在新彊の ウイ グル人た ちは,彼 ら,即 ち 「ウイ グル」人が この地域 の古来か らの

土着 の住民である ことを強調す る。 中国国際旅行社の一 ウイ グル人は アメ リカからの

旅行者に対 し,新 彊で発見 された六千年前の ミイ ラは ウイ グル人が漢人 よ り古 いこ と

を証 明 してると語 った とい う(Gladney　 1990:2-3)。 彼 らのなか には,漢 族 とは異 な

る 「ヨーロ ッパ人」風 の容貌に一種 の優越を感 じている者 も見受け られるが,彼 らの

自然人類学的な意味 での祖先の少な くとも一部分は 「ウイグル人」ではなか った とい

う認識は殆 ど存在 しない。筆者が接触 した限 りでは,現 在 の ウイ グル人 の多元的な起

源 を承認す る人は極一部の知識 人に限 られていた。知識人の中で も,い わ ぽ 「民族派」

の間か らは,東 トルキスタン に生 きた様 々な民族が複 合 して現在の ウイ グル人 を形成

した とい う歴史的時間軸 を180度 顛 倒 させ,今 か ら8000年 前 に 「東は大興安嶺,西 は

黒海,北 はアルタイ,南 は ヒマ ラヤ」の間に広が っていた 「古 ウイ グル人」が存在 し

た とし,中 央アジアに出現 した諸民族は,サ カ,旬 奴,烏 孫,突 厭な どすべ て ウイ グ

ルであ るか,少 な くともその血縁 の ものであ った と主張す る者 さえ出現す るに至 った

(Dolqun　 Almas,　 Uygurlar,　Sinjang　yaglar-6smUrlar　 nagriyati　1989)。 な お,こ の書は

禁書 とされたため筆者は未見である。1991年 に な って,こ れに対す る厳 しい批判が展

開 され た 。銭,周,林,賀 氏 の批 判 論文 を参 照(銭1991;周1991;林1991;賀

1991)。

　 一方,こ うした極端な動 きとは別に,ウ イ グル人 の文化的指導者 たちは,東 トルキ

スタンの歴 史の中か ら顕彰 に値す る事象を捜 し出すこ とによって,民 族的 アイデン テ

ィティーを歴 史的 に補 完す ることを 目指 している ように思われ る。最近の戸惑いを覚
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えるほ どのrク タ ドゥグ ・ビリグ』研 究の隆盛 もこ うした熱意の現れであろ う。(彼

らに よって も,ウ イ グルとい う名称 は可能な限 り広い意味 で用い られてお り,マ フムー

ド・カーシュガ リーやユース フ ・バース ・ハ ージブが 「ウイ グル」 であ った ことは完

全に 自明の こととされてい る。)そ して,こ うした 「文化英雄」 の顕彰が大衆的 レベ

ルで具体化 され るとき,記 念図書館や記念音楽堂 ではな く,外 でもない マザ ールが 出

現す るとい う事態は正 しく東 トルキス タンの過去 の歴史 と現在 の文化状況の産物 であ

るといえるであろ う。

　 1982年 の 第12回 党大会 の後,当 時の カシュガル師範学校 の校長 は,「 今や,党 と政

府は,文 化的多様性は政治的忠誠 と矛盾 しない とい うことを承認 してい る。 これ は我

々に非常 な変化 を もた らした」 と語 った とい う(Parks　 1983;Gladney　 1990:20) 。

この認識 は,1982年 の 末にマ フムー ド・カーシュガ リーのマザールを求めてオパル村

へ赴 いた人 々に よって も共有 されていたに相違 ない。 ムテ ィ,オ スマノブ両氏 の論文

の結論 の第7項 は,取 って付けた儀礼的言辞ではなかった と知 るべ きである。

　政 治権力 の側か ら見たマザール発見の意味 については,現 在 のところ推測す る外な

いが,先 ず考え得 ることは,現 時点の ように発見 され るマザールの主が文化英雄 であ

る限 りは,権 力は これを容認 し,さ らに進 んで,少 数民族の独 自文化の発展 を奨励 し

ているこ とを内外に示 すためにも,こ れに援助を与え ることさえ可能である とい うこ

とである。 しか し,も し仮 に歴史上の政 治的人物,し か も公的に分離主義者 とされて

いる人物(例 えぽ,18世 紀 のホージャ ・ジャハーン,19世 紀 の反乱 の指導者 たち)が

問題 になる様な事態になれ ぽ,事 柄は異な った様 相を帯 びることになるか も知れない。

1992年 夏,ク チャのアル シャ ド・ウ ッデ ィー ンのマザ ールを尋ねた際,そ の現在 の シ

ャイ フに ラーシディーン ・ホージャについて質問 した ところ,そ んな人物の ことは知

らない,と い う回答であ った。1864年 の クチ ャの反乱 自体は農民起義であ るとの評価

を公式 に与 えられているが,そ の指導者 にな った ラーシデ ィーン は反乱のヘ ゲモ ニー

を騙 し取 った とされてお り,こ うした公的 な評価が シャイ フの記憶力に影響 を与 えた

か否 かは筆者には判断出来 ない。

　東 トルキスタ ンのみな らず,新 たに独立 した ウズベキス タンやタジキスタン におい

て も近年民族英雄,文 化英雄 のマザ ールが新 たに建設 された例がい くつ も報告 され て

い る。 中央 アジアにあ っては,過 去においてそ うであ った如 く現在 にお いて も,い や

なお一層 と言 うべ きか,マ ザールの発現 は政治的,社 会的情勢 の産物である と考 えら

れる。
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